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現地写真 

パイロットエリア１（セクター18） 
流入部チャンバー（流量計・水圧計等計器設置）

パイロットエリア１（セクター18） 
チャンバー内（電磁流量計・水圧計） 

パイロットエリア１（セクター18） 
チャンバー内（減圧弁） 

パイロットエリア１（セクター18） 
チャンバー内（仕切弁・ドレーン） 

 
パイロットエリア１（セクター18） 

サブセクター用チャンバー 
パイロットエリア１（セクター18） 
チャンバー内（流量計・水圧計等） 



 

iii 

パイロットエリア２（セクター67） 
流入部チャンバー（流量計・水圧計等計器設置）

パイロットエリア２（セクター67） 
配水ポンプ場 

パイロットエリア２（セクター67） 
配水ポンプ場内 

パイロットエリア２（セクター67） 
給水塔 

パイロットエリア２（セクター67） 
水道メーター 

パイロットエリア２（セクター67） 
一般顧客の例（集合住宅） 
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パイロットエリア２（セクター67） 
特別顧客の例（スーパーマーケット） 

パイロットエリア１（セクター18） 
特別顧客の例（公園） 

 

水道メーター検査設備（SEDAPAL 本社内）  
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

リマ首都圏は砂漠気候に属しており、元々水資源に乏しい地域である。リマ市内の上水道システム

は老朽化が著しく、また配水ブロック化（ペルーにおいては「セクター化」と呼称）による配水管網

の最適化が進んでいないほか、配水池を活用した適切な水圧制御も行われていない。漏水の頻発や盗

水、低い水道メーター設置率や水道メーターの劣化等により、リマ首都圏の無収水率は 2011 年 9 月

時点で高いところで 50％近くに達しており、リマ全体でも 35.2％と高い状況にある。 

このような状況に対し、我が国はリマ首都圏における上水道整備に資するべく円借款による協力を

行ってきた。これら円借款と他ドナーの資金協力により、リマ首都圏の一部の地域においては送・配

水管網の整備が進められているが、多くの地域では対症療法的な無収水対策が必要であり、また配水

管網の整備が行われた地域においても今後発生する「漏水の復元 」に対応する予防的対策が必要と

なっている。 

リマ首都圏の上下水道サービスを担うリマ上下水道公社（SEDAPAL）は、本部及び北部・中部・

南部支局からなり、支局の中に合計７つの地域に区分けされたサービスセンターが設けられている。

SEDAPAL は、国家衛生事業監督庁（SUNASS）の監督の下、毎年の無収水率の削減目標を設定して

おり、2014 年時点では無収水率 29.3％を目標としている。無収水を削減するためには、無収水の原

因を特定し計画的に対策を進めて行く必要があるが、現在の SEDAPAL には、無収水管理について一

元的に統括する部署が無く、年度毎の無収水対策計画の立案、対策事業の実施、事業の評価等が行わ

れていない。また、技術面でも漏水箇所の修繕や不法接続への対応も不十分であるほか、SEDAPAL
が民間企業に委託して実施する各種作業（漏水探知、漏水箇所補修、給水装置設置工事等）に対する

品質管理能力も不足している。SEDAPAL によると、漏水発生件数及び発生漏水量のおよそ 9 割が給

水装置部分で発生しているため、業者が行う給水装置設置工事の品質管理能力の向上は特に重要な課

題となっている。 

現状の高い無収水率を低減し、SEDAPAL の財務・経営的持続性を向上させ、給水サービスの向上

及びサービス地域の拡大を進めるためには、上記の課題に取り組む必要がある。 

このような状況を踏まえ、JICA は 2011 年 10～11 月に詳細計画策定調査を行い、2012 年 3 月 9 日

に R/D に署名し、同年 6 月よりプロジェクトを開始した。 

協力開始からおよそ 1 年 3 か月が経過することから、次の 5 点を目的とする中間レビュー調査を実

施した。 

（１） 2012 年 6 月からプロジェクトが開始され、プロジェクト期間の 1/3 強が経過することになる

ことから、プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度等をレビューする。 
（２） 評価 5 項目（妥当性、有効性、インパクト、持続性）の観点からレビューを行い、プロジェ

クトの実施に影響を及ぼしている促進要因、阻害要因を確認する。 
（３） 以上の結果を踏まえて、プロジェクト実施上の課題を抽出し、対応策について検討する。ま

た、プロジェクト目標や成果の達成に向けた後半の活動について関係者と協議を行う。 



 

1-2 

（４） 必要に応じて、活動、指標、投入等のプロジェクト・デザインの見直しを行う。 
（５） 中間レビュー報告書を取り纏める。 

1-2 調査団の構成と調査期間 

1-2-1 調査団の構成 

<日本側> 
 氏名    担当     所属 

1. 松本 重行 総括    JICA 地球環境部 水資源第一課 課長 
2. 讃良 貞信 上水道   JICA 地球環境部 インハウスコンサルタント 
3. 浅岡 祥吾 協力企画  JICA 地球環境部 水資源第一課 
4. 羽地 朝新 評価分析  (株)日本開発サービス 
5. 東恩納 弘美 通訳 

 
<ペルー側> 

 氏名                     所属 
1. Ing. Eco. Eduardo Ríos Chinchihualpa 住宅建設衛生省国家衛生局 

プロジェクト投資専門家 

2. Ms. Eugenia Belaunde Villalon        ペルー国際協力庁 
国際交渉管理部国際協力担当 

1-2-2 調査期間 

Date 
JICA Team 

Leader, Technical Advisor, 
Evaluation Planning 

JICA Team 
Consultant for evaluation and data analysis 

1 31 Aug Sat  Arrive at Lima 
2 1 Sep Sun Preparation for the review 

3 2 Sep Mon  

09:30 Meeting with JICA Peru office 
10:30 Meeting with Peruvian side evaluators 
14:30 Meeting with JICA experts for the project 
Explanation to Peruvian reviewer about the process and 
schedule 

4 3 Sep Tue  

10:00 Compilation of relevant data in SEDAPAL 
14:00 Meeting with Japanese Experts exchanging 
opinion on the revision of PDM/PO 

5 4 Sep Wed  

10:00 Meeting with Management Team and Action 
Team members 
Explanation of JICA’s evaluation scheme and 
co-ordination of evaluation schedule. 
14:00 Exchanging opinion on the revision of PDM/PO 

6 5 Sep Thurs  
09:30 Field survey at Pilot Area 
15:00 Compilation of relevant data in SEDAPAL 

7 6 Sep Fri  
10:00 Meeting with Project Management Team 
Revision of inquiry questionnaire 

8 7 Sep Sat Compilation of collected data/information 
9 8 Sep Sun Compilation of collected data/information 
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Date 
JICA Team 

Leader, Technical Advisor, 
Evaluation Planning 

JICA Team 
Consultant for evaluation and data analysis 

10 9 Sep Mon  

09:00 Ing. Yuri Sanchez, PROMESAL 
Exchanging opinion on relationships between the 
Projects (Northern Lima Metropolitan Area Water 
Supply and Sewerage Optimization Project) 
14:00 Project management Team 
Continuing revision of inquiry questionnaire 

11 10 Sep Tue  

10:00 MVCS (Dirección Nacional de Saneamiento) 
Hearing on relationship with the Project 
15:30 Discussion meeting in SEDAPAL 
Discussion on PDM/PO 

12 11 Sep Wed Arrive at Lima Discussion and revision on the preliminary result of 
evaluation with Project Director and Project Manager 

13 12 Sep Thurs 
10:00 Internal meeting, JICA Peru office 
15:00 Courtesy visit to SEDAPAL 
15:30 Discussion and revision on the preliminary result of evaluation in SEDAPAL 

14 13 Sep Fri 09:30 Internal meeting Revision of preliminary results of evaluation by JICA Mission 
14:00 Discussion with SEDAPAL on the result of the review 

15 14 Sep Sat Drafting the report 
16 15 Sep Sun Drafting the report 

17 16 Sep Mon 

09:00 Site 
visit 
Internal 
meeting on 
draft report 

Drafting the report 
Internal meeting on draft report 

18 17 Sep Tue 08:30 Meeting with SEDAPAL for final revision and compilation of the review report 

19 18 Sep Wed Joint Coordinating Committee to explain and discuss the review report,  
Signing of Minutes of Meetings 

20 19 Sep Thurs 09:30 Report to JICA office, Embassy of Japan 
11:30 Leave for Japan 

 

1-3 対象プロジェクトの概要 

1-3-1 上位目標 

SEDAPAL の無収水率が減少する 

1-3-2 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 

SEDAPAL の無収水削減に係る能力が向上する 

1-3-3 プロジェクトの成果 

成果 1：無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係るマネジメント能力が向上する 

成果 2：無収水削減アクションチームの無収水削減の作業実施に係る実施能力が向上する 

成果 3：無収水削減アクションチームの給水装置設置に係る品質管理能力が向上する 
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第2章 中間レビューの方法 

2-1 評価設問と必要なデータ･評価指標 

本中間レビューにおける評価設問は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」に沿って作成され

た「評価グリッド（評価設問）」（別添資料③参照）に示すとおり評価基準を「実績の確認」、「実施プ

ロセスの把握」、「5 項目評価（妥当性、有効性、持続性、インパクト）」及び「調整／修正の必要性」

に区分し、プロジェクトの進捗状況と終了時に向けての見通しを把握するような構成となっている。 

必要なデータに係り、同別添資料③に示すとおり、設問ごとの必要なデータ及び情報源を記載して

いる。なお、評価指標に関しては、「判断基準・方法」の欄に示すとおりであり、主に、本プロジェ

クトに掲げるプロジェクト目標及び各アウトプットに関連する評価指標とともに、各アウトプットに

係る活動の進捗状況を把握する指標より構成されている。 

2-2 データ収集・分析の方法 

本中間レビューにおけるデータの収集は、上記評価グリッドに基づいた本プロジェクト関係機関へ

の質問票（別添資料④「質問票」）の回収及びヒアリング調査（別添資料②「主要面談者リスト」参

照）によって聴取した情報及びデータを整理して行ったものである。 

収集データの分析は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」の指針に沿って、プロジェクトの

当初計画と活動実績、計画達成状況を勘案しプロジェクト終了時に向けて評価 5 項目に基づいて行っ

た。なお、プロジェクトの現状把握・検証は以下の視点を勘案して行った。 

プロジェクト実施の結果何が達成されたのか、それらは期待どおりであるか。プロジェクトのアウ

トカム目標の達成度、アウトプットの発現状況を評価時点で測定し、計画時に設定した目標値との比

較を行う。 

プロジェクトを実施する過程で何が起きているのか、それらはプロジェクト目標の達成にどのよう

な影響を与えているか。当初の計画どおりに活動が実施されてアウトプットに結びついているかを確

認するとともに、実績プロセスの何がアウトプットやプロジェクトのアウトカム目標の達成度に影響

を与えているかを検証する。 

プロジェクトのアウトカム目標の達成が本当にプロジェクト実施によってもたらされたものであ

るか、あるいはもたらされるものであるかを検証する。 

2-3 PDM/PO とワークプランの関係 

本プロジェクトでは日本人専門家とカウンターパートの協議に基づき PDM/PO に鑑みたワークプ

ランが作成されている。ワークプランと PDM/PO の活動項目における対比表を以下に示す。以後、

本中間レビューは、PDM/PO の活動番号に沿って行うこととする。 
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活動 PDM/PO 活動 ワークプラン 

1-1 無収水削減に係る SEDAPALのマネジメントチー
ムを組織する 

1-1 無収水削減マネージメントチ―ムの
組織化 

1-2 SEDAPAL の現状の無収水削減対策の課題をレビ
ューする 

1-2 現状の無収水削減対策の課題レビュ
ー 

1-3 無収水管理に係る研修をマネジメントチームに
対して行う 

1-3 無収水マネジメントチームに対する
研修 

1-4 パイロットプロジェクトの無収水削減対策の費
用対便益を分析する 

1-4 無収水削減対策の費用対便益の分析 

1-5 SEDAPAL 全体での将来における無収水削減の経
営への効果を分析する 

1-5 無収水削減の経営への効果分析 

1-6 1-4、1-5 及び SEDAPAL 企業目標に基づき、各サ
ービスセンターの無収水削減対策の年次業務実
施計画を作成する 

1-6 無収水削減対策の年次業務実施計画
の作成 

1-7 各サービスセンターの年次業務実施計画を周知
するための SEDAPAL内ワークショップを開催す
る 

1-7 年次業務実施計画を周知するための
ワークショップの開催 

2-1 パイロットプロジェクトにおける無収水削減作
業のアクションチームを組織する 

2-1 無収水削減作業アクションチームの
組織化 

  2-2 パイロットエリアの分離状況の確認
とパイロットのエリア確定 

2-2 無収水削減の作業実施に係る研修をアクション
チームに対して行う 

2-3 無収水削減アクションチームに対す
る研修 

2-3 パイロットプロジェクトの第 1エリアにおける配
水管網台帳と顧客台帳の整備及び無収水の現状
（給水量と請求水量の把握、セクター分断状況、
水道メーター設置状況）の分析に基づいて調査計
画を策定する 

2-4 パイロットエリアにおける調査計画
策定に係る OJT 

2-4 パイロットプロジェクトの第 1エリアにおける必
要なバルブ、超音波流量計設置用ボックス、水道
メーター等の設置及びプロジェクト実施前の無
収水率を算定する 

2-5 パイロットエリアにおけるプロジェ
クト実施前の無収水率の算定 

2-5 パイロットプロジェクトの第 1エリアにおける無
収水を特定（漏水探知、不法接続の発見、メータ
ー関連ロスの検知）し、その結果に基づき、無収
水削減作業計画を策定する 

2-6 パイロットエリアにおける無収水の
特定と無収水削減作業計画の策定に
係る OJT（データベース、図面等資
料の収集、整理、分析、流量計測ピ
ット築造、バルブの設置、電磁流量
計装置の制作） 

2-6 パイロットプロジェクトの第 1エリアにおける無
収水削減作業を実施する 

2-7 パイロットエリアにおける無収水削
減作業の実施に係る OJT（夜間最小
流量の計測、漏水探知作業、漏水修
理、各戸メーター状況調査、メータ
ー検定、原因是正の対応） 

2-7 パイロットプロジェクトの第 1エリアにおいてプ
ロジェクト実施後の無収水率を算定する 

2-8 パイロットエリアにおけるプロジェ
クト実施後の無収水率の算定（水収
支表の作成） 
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2-8 終了したパイロットプロジェクトにおける無収
水削減作業の完了報告書（費用対便益分析のため
の基礎資料（対策費用や請求水量の増加を含む））
を作成する 

2-9 無収水削減作業の完了報告書の作成 

2-9 パイロットプロジェクトの第 2 及び第 3 エリアに
おいて 2-3〜8 の手順を実施する 

  

2-10 パイロットプロジェクトの作業計画、途中経過、
成果について、SEDAPAL 組織内に広く周知する
ための SEDAPAL 内ワークショップを開催する 

2-10 パイロットプロジェクトのワークシ
ョップの開催 

2-11 パイロットプロジェクトで実施した対策の結果
を踏まえて無収水削減対策実施マニュアルを作
成しセミナーを開催する 

2-11 無収水削減対策実施マニュアルの作
成 

  2-12 無収水削減対策実施マニュアルのセ
ミナーの開催 

3-1 給水装置設置（給水管及び水道メーター）に係る
民間業者の施工能力を調査・分析する 

3-1 給水装置設置に係る民間業者の施工
能力の調査・分析 

3-2 SEDAPAL の既存の技術仕様書をレビューする 3-2 SEDAPAL の既存の技術仕様書のレ
ビュー 

  3-3 給水装置設置に係る室内研修及び実
地研修用の教材の準備 

3-3 給水装置設置に係る室内研修及び実地研修を実
施する 

3-4 給水装置設置に係る室内研修及び実
地研修の実施 

3-4 給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイ
ドラインを作成する 

3-5 給水装置設置の技術仕様書ガイドラ
インの作成 

3-5 ガイドライン普及のための SEDAPAL内ワークシ
ョップを実施する 

3-6 ガイドラインの普及のためのワーク
ショップの実施 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

（1） 日本側の投入実績 
 1） 日本人専門家派遣 

日本人専門家の派遣実績は以下のとおりである。 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井川 雅幸 総括／無収水管理 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 9 月 1 日 2.00

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 3 月 30 日 2.77

2013 年 7 月 15 日〜2013 年 8 月 20 日 1.20

大谷 重雄 副総括／無収水削減計画 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 8 日 3.23

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 4 月 29 日 3.50

2013 年 5 月 15 日〜2013 年 7 月 23 日 2.20

安田 一章 給水管接続技術 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 1 日 3.00

高橋 順一 漏水探知技術 2013 年 1 月 15 日〜2013 年 4 月 29 日 3.50

齋藤 和哉 業務調整 1/無収水削減計画 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 8 日 3.23

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 4 月 29 日 3.77

奥野 将敏 業務調整 2/給水管接続技術 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 1 日 3.00

合計 31.40
 

直営専門家として無収水管理アドバイザー（高嶋 渉）が①2012 年 7 月 11 日〜2012 年 9 月 12
日、②2013 年 1 月 13 日〜2013 年 3 月 16 日派遣された。 

 2） 本邦研修 
カウンターパートの本邦研修は以下のとおり実施された。 

氏名 所属組織／肩書き 研修内容 期間 
Alfredo Yañez Pajuelo SEDAPAL 商務部長 無収水削減対策

（日本と東京の

水道の変遷、無収

水対策、料金徴収

上率向上施策、人

材育成など、経

営・管理面） 

2013 年 1 月 20 日

〜 
2013 年 2 月 7 日Ricardo Cisneros Vargas SEDAPAL 調査規格化計画チー

ム長 
Liliana Gamarra León SEDAPAL 漏水管理削減チーム

長 
Danilo Vergara Serrano SEDAPAL 一次配水チーム長 

David Chong Silva SEDAPAL メーター検針記録チ

ーム長 
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 3） 供与機材 

資機材 据付け／保管場所 利用状況 補修管理状況 

流量測定用機材 

携帯型超音波流量計 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能 保証期間有効 

電磁式流量計 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 
利用可能 
（夜間最少流量測定用ｼｽﾃﾑ） 

保証期間有効 

IO ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ アタルヘアⅡECRF 倉庫 

（2 機能搭載型機材購入）

利用可能 
（夜間最少流量測定用ｼｽﾃﾑ） 

保証期間有効 
高感度記録計ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録計 

水圧ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 
利用可能（SCADA のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼ

ｮﾝ確認用） 
保証期間有効 

漏水探知機材 

非金属管探知機 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能（漏水探知研修） 保証期間有効 

電子音聴棒 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能（漏水探知研修） 保証期間有効 

音聴棒 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 
利用可能 
（給水栓の漏水探知作業） 

保証期間有効 

距離計（ｱﾅﾛｸﾞﾛｰﾄﾞﾒｼﾞｬｰ） アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能 保証期間有効 

ボーリングバー アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能 保証期間有効 

多点式ﾛｶﾞﾀｲﾌﾟ相関器 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能（漏水探知研修） 保証期間有効 

音聴式漏水探知器 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能（漏水探知研修） 保証期間有効 

ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能 保証期間有効 

ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｯﾄ アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能 保証期間有効 

発電機 アタルヘアⅡ ECRF 倉庫 利用可能（移動ラボへ搭載） 保証期間有効 

2 次配水管材 2013 年 10 月調達予定   

給水管材及びﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ類 2013 年 10 月調達予定   

分岐用ｻﾄﾞﾙ 2013 年 10 月調達予定   

水道ﾒｰﾀｰ 2013 年 10 月調達予定   

穿孔器 2013 年 10 月調達予定   

水圧試験器 2013 年 10 月調達予定   

管の分岐・接合機器と道具 2013 年 10 月調達予定   

残留塩素計 2013 年 10 月調達予定   
 
（2） ペルー側の投入実績 
 1） プロジェクト・カウンターパート任命 

担当 氏名 組織 肩書き 

無収水削減マネージメントチ―ム 

委員長 Alfredo Yañez Pajuelo（2013 年 9 月まで） SEDAPAL 商務部長 

委員 Ricardo Cisneros Vargas（2013 年 6 月まで） SEDAPAL 調査規格化計画チーム長 
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担当 氏名 組織 肩書き 

Erick Caceres Gonzales（2013 年 6 月から）

委員 Liliana Gamarra León SEDAPAL 漏水管理削減チーム長 

委員 Danilo Vergara Serrano SEDAPAL 一次配水チーム長 

委員 Polo Florencio Agüero Sánchez SEDAPAL ブレーニャ運転維持管理チーム長 

委員 David Chong Silva SEDAPAL メーター検針記録チーム長 

無収水削減作業アクションチーム（パイロットエリア 1） 

メンバー Polo Florencio Agüero Sánchez SEDAPAL ブレーニャ配水管網運転維持管理長 

メンバー Elard Porfirio Aguilar Alarico SEDAPAL ブレーニャ商務チーム長 

メンバー Rodolfo Castro Reyes SEDAPAL ブレーニャ商務係 

メンバー Renán Reyes Murillo SEDAPAL 漏水管理削減チームアナリスト 

メンバー Osvaldo Navarro Sandoval SEDAPAL 漏水管理削減チーム現場監督 

メンバー Javier Ferro Mory（異動が決定：2013 年 9

月） 

SEDAPAL ブレーニャ配水管網運転維持管理 

メンバー Félix Flores Tineo SEDAPAL ブレーニャ配水管網運転維持管理 

無収水削減作業アクションチーム（パイロットエリア 2） 

メンバー Jaime Luy Foster SEDAPAL スルキーヨ配水管網運転維持管理長 

メンバー José Luyo Serna SEDAPAL スルキーヨ商務チーム長 

メンバー Alexander Salazar SEDAPAL スルキーヨ商務係 

メンバー Renán Reyes Murillo SEDAPAL 漏水管理削減チーム現場監督 

メンバー German Ramos Ortega SEDAPAL スルキーヨ配水管網運転維持管理 

メンバー Luis Untiveros Cardenas SEDAPAL スルキーヨ配水管網運転維持管理 
 
 2） SEDAPAL 内専門家執務スペースの提供 

SEDAPAL のアタルヘア本部事務所（住所：Planta La Atarjea, Autopista Ramiro Prialé No. 210, El 
Agustino, Lima 10）の 2 階に設置されている。スルキージョ・サービスセンター内にも執務スペ

ースを依頼中である。 

 3） 研修用教室（約 20 名収容）の提供 
SEDAPAL アタルヘア内の研修センターの利用が可能である。 

 4） 給水装置設置研修用ヤード（40 ㎡）の提供 
ブレーニャ・サービスセンターにて提供されることとなっている。 

 5） 機材保管庫の提供 
漏水探知機材はアタルヘア II の敷地内、漏水管理削減チームの倉庫に保管されている。 

 6） プロジェクト活動に対する予算の確保 
本プロジェクトにおけるカウンターパート側のコスト負担の試算は下表のとおりである。 
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費目 
試算 

単位：S/. 

C/P 労務費 35,000 

SEDAPAL 内専門家執務スペース光熱費 14,000 

SEDAPAL 内専門家執務スペース通信費 1,680 

税関／輸入手数料 43,169 

旅費・日当（日本） - 

旅費・日当（国内） - 

資材購入費 20,000 

車両用燃料 5,600 

車両修繕費 8,000 

セミナー開催費 12,000 

合計 139,449 
注：為替 1USD=S/.2.8 
 

本プロジェクトにおけるペルー側の投入は S/.139,449 予算内に含まれており、追加費用は発生

しない。 

3-2 活動の実施状況 

1) 成果 1「無収水削減に係るマネジメント能力が向上する」の達成状況： 

1-1) 活動 1-1「無収水削減に係る SEDAPAL のマネジメントチームを組織する」の進展状況 

実施済み。以下委員が任命されている。商務部長 Alfredo Yañez Pajuelo（2013 年 9 月まで）（委

員長）、調査規格化計画チーム長 Erick Caceres Gonzales（2013 年 6 月から）、漏水管理削減チーム

長 Liliana Gamarra León、一次配水チーム長 Danilo Vergara Serrano、ブレーニャ運転維持管理チー

ム長 Polo Agüero Sánchez、メーター検針記録チーム長 David Chong Silva 

1-2) 活動 1-2「SEDAPAL の現状の無収水削減対策の課題をレビューする」の進展状況 

SEDAPAL 本部及び各支局への聴き取り調査やパイロットエリアにおける配水管網の現況調査

を行い、SEDAPAL の配水管理、無収水削減対策活動の現状を把握した。 

1-3) 活動 1-3「無収水管理に係る研修をマネジメントチームに対して行う」の進展状況 

継続実施済。 

2013 年 1 月 20 日から 2 月 7 日までの 19 日間、SEDAPAL のマネジメントチーム 5 名が本邦で

の研修に参加した。 

研修のテーマは、無収水削減対策とした。研修参加者が、主に無収水対策の計画面を担当する

部署の管理者からなる「マネジメントチーム」であるため、日本と東京の水道の変遷、無収水対

策、料金徴収率向上施策、人材育成など、経営・管理面を重視するとともに、漏水検知・給水管

接続作業など現場作業を実体験することも組み入れた。 
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研修参加者のペルー帰国後、2013 年 3 月 8 日に本邦研修の帰国報国会が SEDAPAL の本部、各

地方事務所の関係者、JICA ペルー事務所職員、コンサルタント団員の参加のもと開催された。 

一方、ペルー国内での研修として、マネジメントチームの 6 名を対象にアタルヘア敷地内にお

いて、非金属管探知器、多点式相関器を使用して物理的漏水の捉え方について実務研修を行った

（2013 年 3 月 18 日）。 

1-4) 活動 1-4「パイロットプロジェクトの無収水削減対策の費用対便益を分析する」の進展状況 

各パイロットエリア活動完了後に実施する予定である。 

1-5) 活動 1-5「SEDAPAL 全体での将来における無収水削減の経営への効果を分析する」の進展状況 

全パイロットエリア活動完了後に実施する予定である。 

1-6) 活動 1-6「1-4、1-5 及び SEDAPAL 企業目標に基づき、各サービスセンターの無収水削減対策

の年次業務実施計画を作成する」の進展状況 

全パイロットエリア活動の完了後に実施する予定である。 

1-7) 活動 1-7「各サービスセンターの年次業務実施計画を周知するための SEDAPAL 内ワークショ

ップを開催する」の進展状況 

全パイロットエリア活動の完了後に実施する予定である。 

2) 成果 2「無収水削減の作業実施に係る実施能力が向上する」の達成状況 

ワークプラン 1 の予定では、中部支局のブレーニャをパイロットエリアとした活動を 2013 年 4 月

までに終え、6 月に完了報告書を作成することとなっていた。活動においては、夜間最低流量測定に

より漏水存在量のセクター内分布を明確にするためのサブセクター化が必要であると判断されたが、

サブセクター化のためのチャンバー建設のサイト選定と建設に時間を要した。また、電磁流量計を

SEDAPAL に供与した後、現地企業及び SEDAPAL 職員による可搬式流量測定装置の組立作業に時間

を要し、流量測定の実施が遅れた。さらに、不良の疑いのある水道メーターの検定と不合格となった

メーターの交換に時間がかかった。これらの原因等により、予定のスケジュールに遅れが生じている。 

また、SEDAPAL 職員の習熟度を上げるための夜間最低流量測定の繰り返しや、漏水探知、漏水修

理、パイロットエリア内の顧客リストやデータのハンドリングの検証、違法接続の調査等の活動を更

に行う必要があると判断されたことから、第 1 パイロットエリアの活動期間を延長された。本年 12
月までに本パイロットエリアでの活動を終え、完了報告書の作成、ワークショップの開催を来年 3
月までに行う予定である。 

2-1) 活動 2-1「パイロットプロジェクトにおける無収水削減作業のアクションチームを組織する」

の進展状況 

実施済み。中部支局ブレーニャ・サービスセンター、南部支局スルキーヨ・サービスセンター

及び本部開発調査局の漏水管理削減チームのメンバーより編成： 
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ブレーニャ・サービスセンター：センター配水管網運転維持管理長 Polo Florencio Aguero Sánchez、
センター商務チーム長 Elard Porfirio Aguilar Alarico、センター商務係 Rodolfo Castro Reyes、漏水管

理削減チームアナリスト Renán Reyes Murillo、漏水管理削減チーム現場監督 Osvaldo Navarro 
Sandoval、センター配水管網運転維持管理 Javier Ferro Mory（異動が決定：2013 年 9 月）、センタ

ー配水管網運転維持管理 Félix Flores Tineo 

スルキーヨ・サービスセンター：センター配水管網運転維持管理長 Jaime Luy Foster、センター

商務チーム長 José Luyo Serna、センター商務係 Alexander Salazar、漏水管理削減チーム現場監督

Renán Reyes Murillo、センター配水管網運転維持管理 German Ramos Ortega、センター配水管網運

転維持管理 Luis Untiveros Cardenas 

2-2) 活動 2-2「無収水削減の作業実施に係る研修をアクションチームに対して行う」の進展状況 

水理的分離確認作業の発表会：実施済み。 

水量、水圧計測概論、理論研修：ステージ 2 に実施する予定である。 

大口需要者使用水量レベル調査：ステージ 2 に実施する予定である。 

メーター先漏水の探知方法 OJT：ステージ 2 に実施する予定である。 

給水装置の不備の検証（逆流、クロスコネクション）：ステージ 2 に実施する予定である。 

水道メーター（不感と器差）と精度検定実施と研修：ステージ 2 に実施する予定である。 

新技術の紹介：ステージ 2 に実施する予定である。 

2-3) 活動 2-3「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける配水管網台帳と顧客台帳の整備及び

無収水の現状（給水量と請求水量の把握、セクター分断状況、水道メーター設置状況）の分析

に基づいて調査計画を策定する」の進展状況 

一度、実施完了。しかし、その後の活動効果の発現が思わしくないため、再度実施。 

2-4) 活動 2-4「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける必要なバルブ、超音波流量計設置用

ボックス、水道メーター等の設置及びプロジェクト実施前の無収水率を算定する」の進展状況 

夜間最少流量測定のためのサブセクター化に必要なバルブと流量計測ボックスの設置を行った

（2013 年 3 月）。 

セクターの無収水率の算定は、月々の請求水量と配水量のデータを基に漏水削減管理チームが

行っている。本プロジェクトではそのデータ収集及び計算処理過程を検証する予定。また、セク

ターの無収水率のベースラインは途中で水圧を上げたため、未だ算定できない。 

2-5) 活動 2-5「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける無収水を特定（漏水探知、不法接続

の発見、メーター関連ロスの検知）し、その結果に基づき、無収水削減作業計画を策定する」

の進展状況 

無収水削減作業計画書を策定中。 
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2-6) 活動 2-6「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける無収水削減作業を実施する」の進展

状況 

進捗状況は以下のとおりである。 

漏水探知か所の修理：76 か所 

水道メーターの不具合に対する処置 

水道メーターの漏水補修：4 か所 

未設置個所の水道メーターの設置：32 か所 

不具合のある水道メーター検定：98 か所 

不良メーターの交換：73 か所 

盗水の是正：2 か所 

2-7) 活動 2-7「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいてプロジェクト実施後の無収水率を算

定する」の進展状況 

2014 年 1 月までに実施する予定である。 

2-8) 活動 2-8「終了したパイロットプロジェクトにおける無収水削減作業の完了報告書（費用対便

益分析のための基礎資料（対策費用や請求水量の増加を含む））を作成する」の進展状況 

パイロットプロジェクトの第 1 エリアの報告書作成は 2014 年 3 月までに実施する予定である。 

2-9) 活動 2-9「パイロットプロジェクトの第 2 及び第 3 エリアにおいて 2-3〜8 の手順を実施する」 

第 2 パイロットエリアのアクションチームは任命され活動開始の準備中である。 

2-10) 活動 2-10「パイロットプロジェクトの作業計画、途中経過、成果について、SEDAPAL 組織内

に広く周知するための SEDAPAL 内ワークショップを開催する」の進展状況（注記：追加され

た活動） 

第 1パイロットエリアでの結果に係るワークショップは 2014年 3月までに実施する予定である。 

2-11) 活動 2-11「パイロットプロジェクトで実施した対策の結果を踏まえて無収水削減対策実施マニ

ュアルを作成しセミナーを開催する」の進展状況 

2015 年 2 月に実施予定である。 

3) 成果 3「無収水削減アクションチームの給水装置設置に係る品質管理能力が向上する」の達成

状況 

3-1) 活動 3-1「給水装置設置（給水管及び水道メーター）に係る民間業者の施工能力を調査・分析

する」の進展状況 
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実施済み。 

3-2) 活動 3-2「SEDAPAL の既存の技術仕様書をレビューする」の進展状況 

実施済み。 

3-3) 活動 3-3「給水装置設置に係る室内研修及び実地研修を実施する」の進展状況 

2013 年 9 月〜2014 年 3 月に実施する予定である。一部教材（日本の給水装置に係る実情の紹介）

の準備は日本人専門家によって行われているが、配管の実技研修を行うための教材は C/P と共に

作成する予定（2013 年 10 月以降）となっている。 

3-4) 活動 3-4「給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイドラインを作成する」の進展状況 

2014 年 3 月〜2014 年 6 月に実施する予定である。 

3-5) 活動 3-5「ガイドライン普及のための SEDAPAL 内ワークショップを実施する」の進展状況 

2014 年 6 月に実施する予定である。 

3-3 成果の達成度 

本プロジェクトの成果達成度は以下のとおりである。 

1) 成果 1「無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係るマネジメント能力が向上する」に

係る評価指標の実績は以下のとおりである。 

1-1) 指標 1-1「アクションチームが作成したパイロットプロジェクトの完了報告書に対してマネジ

メントチームによって評価報告書が作成される」 

第 1 プロジェクトエリアの関連活動は 2013 年 6 月までに実施する予定であったが、改訂された

ワークプランより同活動は 2013 年 12 月までに実施される予定である。その結果を受けて、完了

報告書を 2014 年 2 月に作成する予定。それを受けて、マネジメントチームが 2014 年 3 月までに

評価報告書を作成する予定。 

1-2) 指標 1-2「無収水削減の費用対便益及び経営への効果に係る報告書が SEDAPAL の経営陣に承

認される」 

第 1パイロットエリアの費用対便益の分析はマネジメントチームより 2014年 3月までに実施さ

れる予定である。SEDAPAL の経営への効果は第 3 年次終了時までに評価する予定である。 

1-3) 指標 1-3「年次業務実施計画の周知をするためのワークショップでマネジメントチームが講師

を務める」 

第 3 年次終了時までに実施する予定である。 

2) 成果 2「無収水削減アクションチームの無収水削減の作業実施に係る実施能力が向上する」に

係る評価指標の実績は以下のとおりである。 
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2-1) 指標 2-1「各パイロットエリアにて無収水率が以下の通り削減される：第 1 エリア 30%、第 2
エリア XX%、第 3 エリア XX%」 

第 1 パイロットエリアの活動実施中であるが、漏水探知及び漏水個所の修理、漏水が多いとさ

れる給水管の更新等修理活動が本格化していないため無収水率低下に関する顕著な効果はまだ現

れていない。 

パイロットエリアの無収水率のベースラインを把握した上無収水率の目標値を設定する予定で

ある。 

第 1 パイロットエリアにおいては、ベースラインとして 2013 年 5 月時点の無収水率を取り、

37.8%とした。目標値はプロジェクト終了時までに 30％とした。 

2-2) 指標 2-2「パイロットプロジェクトに係るワークショップでアクションチームのメンバーが講

師を務める」 

第 1 パイロットエリアの活動完了後（2014 年 3 月完了予定）に実施する予定である。 

2-3) 指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも XX 箇所において、無収水削減に係わる調査計

画が作成される」 

現在は、まだ調査計画が作成されていない。 

本指標を「パイロットエリア以外の少なくとも 1 箇所において、無収水削減に係わる調査計画

が作成される」にすると合意した。 

3) 成果 3「給水装置設置に係る品質管理能力が向上する」に係る評価指標の実績は以下のとおり

である。 

3-1) 指標 3-1:「給水装置設置に係る研修参加者全員が実習後の水圧試験に合格する」 

2013 年 9 月から 2014 年 3 月までに実施予定である室内・実地研修中に水圧試験を行う予定で

ある。 

3-2) 指標 3-2「給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイドラインが SEDAPAL 経営陣に承認

される」 

ガイドラインの作成は 2014 年 6 月までに行う予定である。その後のガイドライン普及のための

ワークショプ等を経て SEDAPAL 経営陣からの承認を得る見込みである。 

3-4 プロジェクト目標の達成見込み 

以下評価指標の進展状況より、プロジェクト目標の達成見込みを分析する。 

(1) 指標 1「無収水削減対策に係る各サービスセンターの年次業務実施計画書が SEDAPAL の年次業

務実施計画（Plan Operativo）に反映される」の達成見込み 

SEDAPAL の年次業務計画書の作成時期は毎年 11〜12 月に作成されている。ワークプランでは
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2015 年 3 月の予定となっているため、その後プロジェクト終了前までに年次業務計画書の改訂が

必要となる。 

(2) 指標 2「無収水削減の経営への効果が SEDAPAL の経営陣に認められ、各サービスセンターの年

次業務実施計画実施のための予算が承認される」の達成見込み 

現時点ではパイロットエリアでの費用対便益効果が検証されていないため、プロジェクト目標

の達成度について推定できない状態である。 

パイロットエリアでの便益分析の結果に基づき無収水削減が資する SEDAPAL の経営への効果

が把握される予定である。2015 年 3 月までに経営への効果分析を実施する予定である。第 1 パイ

ロットエリアでは費用対効果分析を 2014 年 3 月までに実施する予定である。各パイロットエリア

での費用対効果分析を行い、第 3 年次末には無収水削減による SEDAPAL の経営への効果が確立

する予定である。 

3-5 プロジェクトの実施体制・実施のプロセス 

当初、実施体制は実現しており当初の予定通り機能している。ただし、マネジメントチーム、アク

ションチーム及び日本人専門家のコミュニケーションが十分でないため、プロジェクトの一部の活動

に影響を及ぼしている。そのため、プロジェクト後半では３者が一堂に会した会議を月１回程度開催

し、コミュニケーションを改善し意思疎通に努める必要がある。 

2012 年 8 月に SEDAPAL 内部に無収水削減委員会が再活性化され、同委員会には本プロジェクト

のマネジメントチームのメンバーも参加しているため、プロジェクトの活動・成果を普及することが

期待されている。 
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第4章 中間レビューの結果 

4-1 評価 5 項目による分析 

（1） 妥当性 
 1） 開発政策との整合性 

上下水道セクターを管轄する MVCS は「国家衛生計画 2006－2015」を策定し、水道サービス

の質の改善や財務の健全性の推進についての目標を以下の通り設定し、無収水削減の推進につい

ても一つの目標として掲げている。 

メーターの設置と整備の促進、水道水の合理的な生産の促進、水道サービスの運営システム向

上の促進、水道料金支払い滞納を削減する実施プログラムの促進、少なくても運営維持費用を負

担できる水道料金設定の促進、投資と債務返済をまかなえる健全なキャッシュフローの促進、水

道の接続数増加の促進、及び無収水削減プログラムの実施の促進。 

更に「国家衛生計画 2006－2015」の中で「無収水削減プログラムの実施の促進」が挙げられて

いる。「無収水削減に係る能力向上」により水道サービスの質の改善や財務の健全性が達成される

と考えられ、上下水道セクターの戦略に一致している。 

 2） 開発ニーズとの整合性 
本プロジェクトの対象地域であるリマ首都圏は、年間降水量約 9mm の砂漠気候に属し従来か

ら乾季における水不足が深刻であり、新しい水資源の確保が困難な状況にある。一方、近年リマ

首都圏では、地方部からの低所得者層を中心とした人口流入により市街地周辺部の宅地開発が急

速に進み、人口も急速に増加している。市の中心部では、高層ビルが増えているため、水の需要

が増えている。 

一方、給水人口の増加に伴う水需要の拡大も顕著なため水資源の確保が重要な課題となってい

る。無収水削減に係わる能力の向上は、限られた水資源の中で SEDAPAL の供給する有効水量の

増大を通じて、安全で十分な水の供給サービスの向上及びサービス地域の拡大に貢献するもので、

最終受益者であるリマ首都圏住民のニーズへの整合性があると考えられる。 

SEDAPAL の財務の健全性を保つうえで料金改定は必要であり、このため SEDAPAL は無収水

削減を企業目標の一つに掲げている。企業目標である無収水率低減を達成するために無収水削減

に係わる能力の向上は必要で、かつ緊急性は高いと考えられる。 

また、無収水削減により SEDAPAL の財務的健全性が向上し、新しい水道施設への投資費用と

維持管理費用をカバーすることが持続的に可能になり、水道料金の安定化に寄与するものと考え

られる。 

SEDAPAL の水道料金は、国家衛生事業監督庁（SUNASS）の規制下に置かれている。水道料金

の改定に際し、SEDAPALは長期計画「最適マスタープラン」（Plan Maestro Optimizado 2009 : PMO）

を作成し今後 5 年間の水道料金を SUNASS に提案した。これに対し、SUNASS は 2010 年～2014
年の 5 年間について、年毎の SEDAPAL の目標を設定することを条件に、5 年間の料金値上げを
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承認した。目標が 85％以上達成されない場合には料金値上げが認められないことになっており、

目標の一項目である無収水率については 2011年-34.5%、2012年-32%、2013年-30%、2014年-29.3%、

2015 年-28.5%という数値が設定されている。 

 3） 日本の援助政策との整合性 
「対ペルー国援助方針」の「環境対策」では「水資源の乏しいペルーにおいて、新規水源の開

発、上下水道施設の整備などを通じた国民の衛生環境の改善を支援していく」という方針に基づ

き「ペルーは、人口の 3 分の 2 を抱える沿岸部に水資源の 2%しか存在せず、南米でも最大の水

ストレスの脅威を抱えており、都市部と地方農村部におけるサービス・アクセスの開きが大きい。

経済成長、気候変動などの環境変化を踏まえた都市部向け新規水源開発、上下水道整備、下水処

理場建設、地方農村部向けの給水・衛生設備などの新規投資のみならず、無収水対策など既存イ

ンフラの改善の必要性が高い。政策機関の計画・実施力向上に加え、上下水道事業体（公社、自

治体ほか）の経営改善を通じたサービス持続性向上により、貧困層を含む多くの国民に対してア

クセス可能な費用負担での安定・安全な上下水道サービス享受を可能にすることが喫緊の課題と

なっている」と掲載されており、日本がこれまで継続的に協力を行い知見が蓄積されていること

から、比較優位のある上下水道分野への支援を引き続き実施する。また、必要なインフラ整備・

改善とその効果向上、運営・維持管理の持続的向上に対して有償資金協力・技術協力をニーズに

合わせ、有効に組み合わせながら取り組むという対処方針を築いている。 

上記より、本プロジェクトから引続き、ペルー政府の開発計画、開発ニーズ及び日本政府の援

助政策と整合しており、妥当性は高い。 

（2） 有効性 
成果 2 については、プロジェクト目標に係り第 1 パイロットエリアでの活動が遅れているため

無収水削減効果が未だ検証されておらず、現時点でプロジェクト目標達成状況は不明である。2014
年 3 月に第 1 パイロットエリアの費用対効果分析が完了する予定のため、その結果を受けて、有

効性を再評価する。 

成果 1、3 については、現時点での評価が難しい。 

プロジェクト形成時に想定された外部要因は発生していない。 

（3） 効率性 
既述のとおり日本人専門家の派遣およびペルー側カウンターパートの任命は予定どおり行われ

ている。供与機材及び活動に必要とする双方の投入についても遅延なく提供されている。 

一方、既述のとおり成果 2 の活動は、当初予定されていなかった活動によって遅れを伴ってい

る。活動においては、夜間流量測定により漏水存在量のセクター内分布を明確にするためのサブ

セクター化が必要であると判断されたが、サブセクター化のためのチャンバー建設のサイト選定

と建設に時間を要した。具体的には、掘削した際に地中埋設電線が存在していたために、それが

障害となりサイト選定の作業が遅れた。また、電磁流量計を SEDAPAL に供与した後、現地企業

及び SEDAPAL 職員による可搬式流量測定装置の組立作業に時間を要し、流量測定の実施が遅れ

た。さらに、不良の疑いのある水道メーターの検定と不合格となったメーターの交換に時間がか
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かった。これらの原因等により、予定のスケジュールに遅れが生じている。 

（4） インパクト 
本プロジェクトではカウンターパート以外への技術移転の実績がある。2013 年 1 月に実施され

た漏水探知作業のプレゼンテーションには全 35 名のうちカウンターパートでない職員 29 名が参

加した。漏水探知機器の機能と探査方法による研修会（2013 年 3 月実施）ではサービスセンター

の職員 21 名が参加した。パイロットエリアでの活動による研修会（2013 年 4 月実施）では全 48
名のうち 30 名がカウンターパート以外の参加者であった。 

SEDAPAL は各部署の作業手法、マニュアル、作業要領、その他の活動を基準化する目的で、

ISOSYSTEM による ISO-9001、ISO-14001、及び OHSA-18001 による規格認証を取得している。特

に ISO-9001 との関係では、組織内全ての作業を規格化し運用している。SEDAPAL は ISOSYSTEM
のアプリケーションにおいてすべての活動の標準化を行っている。パイロット活動で応用性が確

立された漏水探知機を用いたセクターの水理的分離確認法を同システムへ登録する準備を進めて

いる。 

（5） 持続性 
2012 年 8 月に SEDAPAL 内部に無収水削減委員会が再活性化され、同委員会には本プロジェク

トのマネジメントチームのメンバーも参加している。本委員会により、プロジェクトの活動・成

果を普及することが期待されている。 

MVCS 傘下の国家衛生局が策定した「国家衛生計画 2006-2015」に無収水削減プログラムの実

施を促進すると掲げており、現役局長によると現在策定中の同等 2014-2021 年計画でも全国の上

水道サービス機関を対象とした無収水削減を含むサービスの効率化プログラムの実施を網羅する

方針であるという。同国家計画と整合し、SEDAPAL の 2009 年マスタープランでは、SUNASS の

管理下無収水率の目標値を 2015 年まで設定しており、その後も改善に努める方針である。 

なお、SEDAPAL は財政的に健全であるため、経営面での持続性に期待できる。 

SEDAPAL の過去 3 年の操業実績を下表に示す。 

項目 2010 年 2011 年 2012 年 

従業員人数 2,174 2,285 2,278 

接続栓数 1,317,662 1,344,403 1,386,692 

純収入 S/.1,068 百万 S/.1,179 百万 S/.1,331 百万 

操業利益 S/.172 百万 S/.194 百万 S/.70 百万 
出展：SEDAPAL 年報 2010 年、2011 年、2012 年 
 
上表に示すとおり配水システムの接続栓数の増加に伴い純収入増の実績を挙げている。

SEDAPAL は財政的に健全であるといえる。 

4-2 結論 

パイロットエリアでの活動に遅れが発生し、無収水削減のための活動による費用対効果が不明の状
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態が継続している。そのため、現時点ではプロジェクト目標達成の可能性について推定できない状況

である。2014 年 3 月に第 1 パイロットエリアの費用対効果分析が完了する予定のため、その結果を

受けて、有効性を再評価する。 

第 1 パイロットエリアで遅れが生じたので、プロジェクトの目標を達成するために、活動の見直し

が必要となる。 
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第5章 提言と教訓 

5-1 提言 

（1） 第 1 パイロットエリアでの作業について 
第 1 パイロットエリアでの無収水率は、配水水圧の変更などの事態とも相まって、現在までの

ところ顕著な低下傾向を示しておらず、引き続き無収水の実態把握や対策が進められている。本

プロジェクトの成果や目標の達成にあたっては、パイロットプロジェクトにおいて無収水の原因

や効果的な対策が特定され、費用対効果が分析されることが極めて重要であり、2014 年 3 月まで

の予定されている期間中に成果が上がるよう、あらゆる可能性を考慮して無収水対策を進める必

要がある。そのためには、物理的損失（漏水）対策のみならず、パイロットエリア内の顧客リス

トの正しさの検証、水理的分離が維持されているかどうかの検証、顧客登録されていない違法な

水利用の有無の検証、メーター改ざんの可能性の検証等、商業的損失やデータハンドリングに関

しても検討を行うことを提言する。 

（2） 第 3 パイロットエリアの扱いについて 
第 1 パイロットエリアでの活動に当初予定よりも長期間を要しているため、当初計画されてい

た全 3 ヶ所でのパイロット活動を残された期間内に実施することが困難となっている。そのため、

SEDAPAL からはパイロットエリアの数を 2 つに縮小するという提案をしたが、現時点ではプロ

ジェクト目標の達成見込みが不透明であるため、2014 年 3 月に完了を予定している第 1 パイロッ

トエリアでの活動の結果を踏まえ、無収水削減効果、費用対効果、SEDAPAL 側による関連技術

の習得状況等を確認した上で、プロジェクト目標の達成見込みを検討し、パイロットエリアの数

について決定することを提案する。 

（3） パイロットエリアの無収水削減目標値について 
第1パイロットエリアにおいては、2013年5月時点の無収水率37.8％とベースラインと設定し、

無収水率削減目標値を 30％と設定して成果 2 の指標 2-1 を定めた。第 2 パイロットエリアにおい

ても、現況調査が終わったら速やかにベースラインを設定し無収水率削減目標を定めること、ま

た、それを達成するための効率的な対策の計画と実施を提案する。 

（4） PDM/PO の改訂について 
プロジェクトの PDM は、R/D に添付されている Ver.0 から変更されていないが、以下の点を反

映した改訂を行うことを提案する。 

（ア） 活動に関して、ワークプランと PDM を整合させる。 

（イ） 成果 2 に対する指標 2-1 に係り第 1 パイロットエリアの無収水率の目標値を 30％に設定し

た。 

（ウ） 成果 2 に対する指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも XX 箇所において、無収水

削減に係わる調査計画が作成される」を達成するための活動を追加する。 

（エ） 指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも XX 箇所において、無収水削減に係わる調
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査計画が作成される」の箇所数を具体的に 1 箇所と定める。 

（5） プロジェクト実施体制について 
これまでのプロジェクトの運営にあたっては、日本人専門家とカウンターパート（特にマネジ

メントチーム）が一堂に会して行う会議が必ずしも多くなく、調整グループが介在してコミュニ

ケーションを図っていた。今後プロジェクトの後半に入り、協議すべき事項や関係者間で共有す

べき事項が増えることが予想されることから、日本人専門家とカウンターパートが直接同席して

密なコミュニケーションを図る機会を増やすことを提案する。マネジメントチームとアクション

チーム、日本人専門家チームの合同会議を最低月 1 回開催することを提案する。 

また、マネジメントチーム及びアクションチームのコミュニケーションを密接に行い、無収水

率削減の実現に努めプロジェクト目標達成のための措置を導入する。 

（6） 顧客データの管理について 
現在の SEDAPAL の組織では特別（大口）顧客と一般顧客が、異なった部署とデータシステム

で管理されており、外部委託作業も別業者への発注となっている。このことが、給水栓や請求水

量を一括して管理できず、無収水対策の効率性を損なう結果となっており、第１エリアのパイロ

ットプロジェクトに時間を要している一因ともなっている。よって、効率的に無収水対策を進め

るためには、特別（大口）顧客と一般顧客を統一的に扱うことができるよう、SEDAPAL の組織

を改編するか、もしくはデータの一元管理を行うことを検討することを提言する。 

（7） 有効な水道メーター検診について 
SEDAPAL は、水道メーター検定による請求を行うことに最大の努力をする。さらに、費用対

効果に鑑み、水道メーター設置率及び水道メーター検定による請求率を増加させる必要がある。 

（8） 無収水削減委員会 
本プロジェクトの重要性を理解してもらうために、無収水削減委員会とマネジメントチームの

関係を向上させる。 

5-2 教訓 

（1） 規格化の活用 
SEDAPAL は各部署の作業手法、マニュアル、作業要領、その他の活動を基準化する目的で、

ISOSYSTEM による ISO-9001、ISO-14001、及び OHSA-18001 による規格認証を取得している。特

に ISO-9001 との関係では、組織内全ての作業を規格化し運用している。SEDAPAL は ISOSYSTEM
のアプリケーションにおいてすべての活動の標準化を行っている。パイロット活動で応用性が確

立された漏水探知機を用いたセクターの水理的分離確認法を同システムへ登録する準備を進めて

いる。このような規格化は、持続可能性を確保するための手段として有効であることが期待され

る。 

（2） パイロットプロジェクト実施時の留意事項 
第 1 パイロットエリアでの作業の途中に、配水水圧を増加させたため、無収水率が増加すると

いう事態になり、同エリアでの効果の解析に影響を及ぼしている。パイロットプロジェクトを実

施する際には、このような前提条件の変化を避けるようにする必要がある。そのため、現場のオ
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ペレーター等にもパイロットプロジェクトの主旨を徹底し、関係者の意思疎通を図ることが重要

である。 

（3） 漏水量の測定 
パイロットエリアでの漏水修理の際に漏水量を測定しておらず、無収水対策の費用対効果の分

析に必要なデータを失った形になっている。パイロットエリアでの漏水修理の活動の際には、漏

水量を計測することが必要である。 
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リマ上下水道公社無収水管理能力強化プロジェクト中間レビュー 

【主要面談者リスト】 

 
組織 氏名 肩書 

リマ上下水道公社
（SEDAPAL） 

Srta. Rossina 
Manche Mantero 総裁 Gerente General 

SEDAPAL Econ. Juan Carlos 
Barandiarán Rojas 開発研究部部長 Gerente de Desarrollo e Investigación

SEDAPAL Ing. Alfredo Yáñez 
Pajuelo 商務部部長 Gerente Comercial 

SEDAPAL Ing. Erick Cáceres 
Gonzáles 

調査規格化計画チ
ーム長 

Jefe del Equipo de Investigación, 
Normalización y Planeamiento Físico

SEDAPAL Ing. Danilo Vergara 
Serrano 一次配水チーム長

Jefe del Equipo de Distribución 
Primaria 

SEDAPAL Ing. Polo Agüero 
Sánchez 

ブレーニャ運転維
持管理チーム長 

Jefe del Equipo de Operación y 
Mantenimiento de Redes de Breña 

SEDAPAL Ing. David Chong 
Silva 

メーター検針記録
チーム長 

Jefe de Equipo Micromedición y 
Registros 

SEDAPAL Ing. Liliana Gamarra 
León 

漏水管理削減チー
ム長 

Jefe del Equipo de Control y 
Reducción de Fugas 

SEDAPAL Ing. Yuri Sánchez 
Merlo 

リマ市街地周辺部
衛生状況改善プロ
ジェクト長 

Jefe del Proyecto PROMESAL 

SEDAPAL Ing. José Nieto 
Ronceros 

調査規格化計画チ
ーム職員 

Equipo de Investigación, 
Normalización y Planeamiento Físico

住宅建設衛生省
（MVCS） 

Ing. Richard Acosta 
Arce 国家衛生局長 Director Nacional de Saneamiento 

MVCS Ing. Eco. Eduardo 
Ríos Chinchihualpa 

国家衛生局プロジ
ェクト投資専門家

Especialista en Proyectos de 
Inversión 

MVCS 
Dra. María del 
Rosario Gavilano 
Llosa 

企画予算事務所国
際協力課課長 

Jefa de la Unidad de Cooperación 
Internacional, Oficina de 
Planificación y Presupuesto 

MVCS Lic. Ricardo Gálvez 
Gutiérrez  

企画予算事務所国
際協力課 

Cooperación Internacional, Oficina 
de Planificación y Presupuesto 

ペルー国際協力庁
（APCI） Arq. Rosa Herrera 国際交渉管理部国

際協力担当 

Especialista en Cooperación Técnica 
Internacional, Dirección de Gestión y 
Negociación Internacional 

APCI Sra. Eugenia 
Belaunde Villalón 

国際交渉管理部国
際協力担当 

Especialista en Cooperación Técnica 
Internacional, Dirección de Gestión y 
Negociación Internacional 

 





 
 

 
 
 

ペルー国「リマ上下水道公社無収水管理能力強化プロジェクト」中間レビュー 
【評価グリッド（評価設問）】 

 
評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 

実績の確認 インプットは計

画通りに投入さ

れたか。 

派遣された日本人専門家は必要とさ

れる資格を満たしているか。 
専門分野: 
- 総括／無収水管理 
- 無収水削減計画 
- 漏水探知技術 
- 給水管接続技術 

専門職としての経験

を持っていること  
プロジェクト・レポート JICA  

投入された資機材は適切に提供され、

使用されたか。 
- 漏水探知機材一式 
- 漏水探知用車両 
- 超音波流量計 
- 給水設備研修用機材一式 
- 日本人専門家車輌 

資機材の据付場所 物理的視察 SEDAPAL 現場踏査 
資機材の現況 ユーザー報告書 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
資機材の維持管計画

の存在 
ユーザー報告書 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの方向性と管理は適切

に行われたか。 
- プロジェクト・ダイレクター

（PD）：SEDAPAL 総裁 
- プロジェクト・マネージャー 

（PM） 

ペルー側のオーナー

シップ下での、自立的

な運用のレベル 

PD、PM、日本人専門家

リーダーの意見 
PD、PM、日本

人専門家リー

ダー 

質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクト関連機

関及び裨益者の参加

レベル 

PD、PM、日本人専門家

リーダーの意見 
PD、PM、日本

人専門家リー

ダー 

質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトを通じ

て獲得した技術と成

果を適用する枠組の

存在 

関連情報 PD、PM 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
ペルー側のインプットは計画通り投

入されたか。 
- カウンターパート（C/P）機関：

リマ上下水道公社（SEDAPAL）
 Control and Reduction of 

Leakage Team カウンター

パート 
 各パイロットエリアの

Network O&M Team カウ

ンターパート 
 各パイロットエリアの

Business Team カウンター

パート 
 その他カウンターパート 

 

日本人専門家のC/P任

命状況 
進捗報告書、活動報告書 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

SEDAPAL 内専門家執

務スペース（約 8 名）、

家具、ネット接続の提

供 

施設の所在地と適切さ SEDAPAL 施設の物理的検

証 

研修用教室（約 20 名

収容）の提供 
施設の所在地と適切さ SEDAPAL 施設の物理的検

証 

給水装置設置研修用

ヤード（40 ㎡）の提供

施設の所在地と適切さ SEDAPAL 施設の物理的検

証 

機材保管庫の提供 施設の所在地と適切さ SEDAPAL 施設の物理的検

証 

プロジェクト活動に

対する予算の配分 
SEDAPAL の年間予算書

と会計資料 
PD、PM、

SEDAPAL 
質問票、ヒアリ

ング調査 
合同調整委員会（JCC）は適切に機能

しているか。 
JCC の開催実績 - 承認された年間作

業計画 
- 年間作業計画の進

捗状況記録 

PD（JCC 議長） 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果は計画通り

達成されている

か。 

成果 1「無収水削減マネジメントチー

ムの無収水削減に係るマネジメント

能力が向上する」の達成状況は適切

か。 

活動 1-1「活動の実施

主体となる、無収水削

減に係る SEDAPAL の

マネジメントチーム

を組織する」の進展状

況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1-2「SEDAPAL の

現状の無収水削減対

策の課題をレビュー

する」の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1-3「無収水管理

に係る研修をマネジ

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
メントチームに対し

て行う」の進展状況 
活動 1-4「パイロット

プロジェクトの無収

水削減対策の費用対

便益を分析する」の進

展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1-5「SEDAPAL の

事業経営に対する、今

後の無収水削減対策

実施の経営への効果

を分析する」の進展状

況 

- プロジェクトの記

録 
- マネジメントチー

ムの評価報告書 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1-6「1-4、1-5 及

び SEDAPAL 企業目標

に基づき、各サービス

センターの無収水削

減対策の年次業務実

施計画を作成する」の

進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 1-7「各サービス

センターの年次業務

実施計画を周知する

ための SEDAPAL 内ワ

ークショップを開催

する」の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
- 承認済み報告書 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果 2「無収水削減アクションチーム

の無収水削減の作業実施に係る実施

能力が向上する」の達成状況は適切

か。 

活動 2-1「活動の実施

主体となる、パイロッ

トプロジェクトにお

ける無収水削減作業

のアクションチーム

を組織する」の進展状

況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
活動 2-2「無収水削減

の作業実施に係る研

修をアクションチー

ムに対して行う」の進

展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-3「パイロット

プロジェクトの第 1エ
リアにおいて、配水管

網台帳と顧客台帳の

整備及び無収水の現

状（給水量と請求水量

の把握、セクター分断

状況、水道メーター設

置状況）の分析に基づ

き、無収水の調査計画

を策定する」の進展状

況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-4「パイロット

プロジェクトの第 1エ
リアにおいて、必要な

バルブ、超音 波流量

計設置用ボックス、水

道メーター等の設置

及びプロジェクト実

施前の無収水率を算

定する」の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-5「パイロット

プロジェクトの第 1エ
リアにおいて、無収水

の原因を特定（漏水探

知、不法接続の発見、

メーター関連ロスの

検知）し、その結果に

基づき、無収水削減作

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
業計画を策定する」の

進展状況 
活動 2-6「パイロット

プロジェクトの第 1エ
リアにおいて無収水

削減作業を実施する」

の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-7「パイロット

プロジェクトの第 1エ
リアにおいてプロジ

ェクト実施後の無収

水率を算定する」の進

展状況 

- プロジェクトの記

録 
- 現行無収水削減率 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-8「終了したパ

イロットプロジェク

トにおける無収水削

減作業の完了報告書

（費用対便益分析の

ための基礎資料（対策

費用や請求水量の増

加を含む））を作成す

る」の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-9「パイロット

プロジェクトの第 2及
び第 3エリアにおいて

上記の 2-3〜8 の手順

を実施する」の進展状

況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 2-10「パイロット

プロジェクトの調査

計画、作業計画、実施

過程、成果について、

SEDAPAL 組織内に広

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
く 周 知 す る た め の

SEDAPAL 内ワークシ

ョップを開催する」の

進展状況 
活動 2-11「パイロット

プロジェクトで実施

した対策の結果を踏

まえて無収水削減対

策実施マニュアルを

作 成 し 、 こ れ を

SEDAPAL 内外に広く

周知するためのセミ

ナーを開催する」の進

展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

成果 3「無収水削減アクションチーム

の給水装置設置に係る品質管理能力

が向上する」の達成状況は適切か。 

活動 3-1「給水装置設

置（給水管及び水道メ

ーター）に係る民間業

者 の 施 工 能 力 を 調

査・分析する」の進展

状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 3-2「SEDAPAL の

既存の技術仕様書を

レビューする」の進展

状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 3-3「給水装置設

置に係る室内研修及

び実地研修を実施す

る」の進展状況 

- プロジェクトの記

録 
- 研修結果記録 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

活動 3-4「給水装置設

置の工事発注に係る

技術仕様書ガイドラ

インを作成する」の進

展状況 

- プロジェクトの記

録 
- SEDAPAL ガイドラ

イン集 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
活動 3-5「ガイドライ

ン 普 及 の た め の

SEDAPAL 内ワークシ

ョップを実施する」の

進展状況 

- プロジェクトの記

録 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクト目

標「SEDAPAL の

無収水削減に係

る能力が向上す

る」が実現する可

能性があるか。 

SEDAPAL の無収水削減に係る能力が

十分に強化されたか。 
指標 1「無収水削減対

策に係る各サービス

センターの年次業務

実 施 計 画 書 が

SEDAPAL の年次業務

実施計画（Plan Oper-
ativo）に反映される」

の達成に関連する能

力向上の進捗状況 

SEDAPAL の年次業務実

施計画書（Plan Opera-
tivo） 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

指標 2「無収水削減の

経 営 へ の 効 果 が

SEDAPAL の経営陣に

認められ、各サービス

センターの年次業務

実施計画実施のため

の予算が承認される」

の達成に関連する能

力向上の進捗状況 

SEDAPAL の予算書 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

実施プロセス

の把握 
各活動は計画ど

おり実施された

か。 

当初の活動計画に何か変更があった

か。 
当初計画に変更があ

れば、その理由 
進捗報告、合意書 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

技術移転に関して何か問題があるか。 セミナー、ワークショ

ップ、OJT 等に関わる

問題点 

SEDAPAL の意見 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの管理システムに何か問題があるか。 モニタリング体制、意

思決定手続、JICA 本

部及び現地事務所の

機能、プロジェクト内

SEDAPAL の意見 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
部のコミュニケーシ

ョンシステム等に関

わる問題点 
プロジェクトは カウンターパート及び協力機関で十分に

認識されているか。 
協力機関における本

プロジェクトの優先

度合い 

カウンターパート及び

協力機関の意見 
SEDAPAL、 質問票、ヒアリ

ング調査 

適切なカウンターパートが任命されているか。 プロジェクトの活動

と任命されたカウン

ターパートの専門業

務との整合性 

SEDAPAL の意見 SEDAPAL、 質問票、ヒアリ

ング調査 

カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。 SEDAPAL の役割 SEDAPAL、厚生労働省 SEDAPAL、厚

生労働省 
質問票、ヒアリ

ング調査 SUNASS の役割 
MVCS の役割 

直接裨益者SEDAPALの技術者及び従業員及び関連機関の

プロジェクトへの参加度は高いか。プロジェクトの認知度

は高いか。 

直接裨益者 SEDAPAL
の技術者の参加度合

い 

セミナー、ワークショッ

プ、OJT 等の活動の協力

者・参加者リストと記録

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

協力機関の参加度合

い 
SEDAPAL の意見 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト実施期間中に上記以外の問題が生じたか。そ

の原因は何か。 
 

予算配分、C/P 任命等

に関わる問題点 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

５項目評価 

妥当性 プロジェクトは

社会の必要性に

合致しているか。 

プロジェクトは対象地域と社会の必

要性に合致しているか。 
上水道事業における

ニーズ 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトは

日本とペルー両

国の優先事項に

合致しているか。 

プロジェクトはペルーの開発政策に

沿ったものか。 
プロジェクトの成果

に深く関わる、開発政

策があるか。 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトは日本の海外援助政策

及び JICA の国別援助実施計画に沿っ

たものか。 

プロジェクトと JICA
の国別援助実施計画

との一貫性 

JICA の対ペルー国別援

助計画  
JICA Office  
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
プロジェクトは

妥当なアプロー

チを採用してい

るか。 

実施機関及び協力機関の選択は適切

か。 
選択の適切性 SEDAPAL と協力機関に

関わる問題点 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
関連プロジェクト及びアプローチと

の協力と通じて期待される相乗効果

を発現するか。 

関連プロジェクト及

びアプローチとの協

力と通じて期待され

る相乗効果 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 内関

連プロジェク

ト担当者 
 

質問票、ヒアリ

ング調査 

対象地域の選択は適切か。 利害関係者の参加 SEDAPAL、による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 
日本に技術的優位性があるか。 対象技術に関わる日

本のノウハウ 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

対象技術の日本国内

での普及経験 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

有効性 プロジェクトは

目標達成に向け

て適切に実施さ

れているか。 

インプットと成果の実績及び活動内

容から見て、プロジェクトの目標が達

成されそうか。 

指標 1「無収水削減対

策に係る各サービス

センターの年次業務

実 施 計 画 書 が

SEDAPAL の年次業務

実施計画（Plan Oper-
ativo）に反映される」

の達成に寄与する活

動内容は十分である

か。 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

指標 2「無収水削減の

経 営 へ の 効 果 が

SEDAPAL の経営陣に

認められ、各サービス

センターの年次業務

実施計画実施のため

の予算が承認される」

の達成に寄与する活

動内容は十分である

か。 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの目標達成を阻む要因 外部条件「SEDAPAL SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ 別
添
資
料
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
があるか。 の無収水削減に係る

関係部署が大幅な組

織改編を受けない」の

発生の実績／可能性 

ング調査 

外部条件「プロジェク

トにより能力向上支

援を受けた SEDAPAL
の職員が離職しない」

の発生の実績／可能

性 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの

目標と成果に因

果関係があるか。 

成果はプロジェクトの目標達成に十

分なものか。 
プロジェクトのイン

プットの十分性 
日本人専門家の適切か

つ十分な学術的研究分

野と専門知識 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

漏水探知機材一式の仕

様 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
漏水探知用車両の仕様 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
超音波流量計の仕様 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
給水設備研修用機材一

式の仕様 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
日本人専門家車両の仕

様 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト投入の活

用 
SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
成果達成におけるプ

ロジェクト活動の十

分性 

JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 

プロジェクト目標に

おける成果の十分性 
JICA 専門家による情報 JICA 専門家 ヒアリング調査 
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
プロジェクトの目標達成に向けた成

果に関わる前提条件及び外部要因が

現時点でも的確か。外部要因が実現す

る可能性があるか。 

新たな外部要因の存

在 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

効率性 プロジェクトの

成果の達成レベ

ルはどのような

ものか。 

成果 1 の達成レベルは適切か。 指標 1-1「アクション

チームが作成したパ

イロットプロジェク

トの完了報告書に対

する、マネジメントチ

ームによって評価報

告書が作成される」の

進捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 1-2「無収水削減

の費用対便益及び経

営への効果に係る報

告書が SEDAPAL の経

営陣に承認される」の

進捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
  

指標 1-3「年次業務実

施計画の周知をする

ためのワークショッ

プでマネジメントチ

ームが講師を務める」

の進捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 
  

成果 2 の達成レベルは適切か。 指標 2-1「各パイロッ

トエリアにて無収水

率が以下の通り削減

される：第 1 エリア

XX%、第 2 エリア

XX%、第 3 エリア

XX%」の進捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 2-2「パイロット

プロジェクトに係る

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
ワークショップでア

クションチームのメ

ンバーが講師を務め

る」の進捗状況 

プットに係る阻害要因 
当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 2-3「パイロット

エリア以外の少なく

とも XX 箇所におい

て、無収水削減に係わ

る調査計画が作成さ

れる」の進捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

成果 3 の達成レベルは適切か。 指標 3-1「給水装置設

置に係る研修参加者

全員が実習後の水圧

試験に合格する」の進

捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

指標 3-2「給水装置設

置の工事発注に係る

技術仕様書ガイドラ

インが SEDAPAL 経営

陣に承認される」の進

捗状況 

達成の見込み SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 当該活動あるいはイン

プットに係る阻害要因 

成果の達成に十

分なインプット

と活動があった

か。 

活動は成果の達成に十分だったか。 当該活動による成果

の達成度合い 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
インプットは成果の達成に十分だっ

たか。 
当該インプットによ

る成果の達成度合い 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
インプットは適

時に実施された

か。 

活動を予定通りに実施するためのイ

ンプットは質量共に適切で、かつ適時

に実施されたか。 

インプットの適時性 プロジェクトで予定し

た活動日程と比較して

の実績 

SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクトの

コストパフォー

マンスは良いか。 

類似プロジェクトと比較して、本プロ

ジェクトの成果と投入コストは適切

であるか。 

他 国 で 実 施 さ れ た

JICA、その他のドナー

のプロジェクトもし

くは他の類似プロジ

ェクトの総費用ある

JICA による情報 JICA  

類似プロジェクトと比較して、本プロ

ジェクト目的の達成に係り、投入レベ
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
ルは適切であるか。 いは単価 

インパクト プロジェクト後

に上位目標

「SEDAPAL の無

収水が減少する」

見込みがあるか。 

プロジェクト終了後の効果や影響は

あるか。 
SUNASS と合意する

無収水率が達成され

る（2018 年-25 %） 

SUNASS、SEDAPAL に

よる情報 
SUNASS、
SEDAPAL 

質問票、ヒアリ

ング調査 

無収水率の現状 SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
ジェンダー、民族あるいは社会層にお

ける違いを反映した好影響もしくは

正／負の影響があるか。 

負のインパクトを除

去する施策 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

その他の正／負の影響があるか。 負のインパクトを除

去する施策 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

持続性 SEDAPAL は上水

道整備のための、

独自の戦略、プロ

グラム、計画を作

成しているか。 

プロジェクト終了後にも政策支援が

維持されるか。 
政策支援の継続 SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
関連した規則や法体系が作成されて

いるか。 
関連規則や法体系の

作成計画の存在 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
組織所掌及び法規制

との適合性 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
プロジェクト後に当該戦略等を展開

されるか。 
プロジェクトの成果

普及計画の存在 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 
SEDAPAL の組織

形態及び資金源

は持続可能なも

のか。 

プロジェクト終了後でも効果を生み

出せる活動を実施するのに十分な組

織能力があるか。 

人的資源の配分、意思

決定手続き他 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

SEDAPAL におけるプロジェクトのオ

ーナーシップ意識は十分か。 
プロジェクトの成果

の波及プロセスを率

先して行おうとする

SEDAPAL の姿勢 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

予算（運用経費を含む）は十分に確保

されているか。 
予算確保のための施

策 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
適用された技術

は持続されうる

か。 

プロジェクトで採用された技術移転

の方法が受入られたか。 
ペルーの技術水準、社

会的及び慣習的要因

等の考慮 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

プロジェクト自体に普及メカニズム

が含まれているか。 
プロジェクト成果の

普及計画の存在 
SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 別
添
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評価基準 評価設問大項目 評価設問小項目 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 
技術は他の地域に普及できる性質の

ものか。 
普及対象地域に資す

る技術の存在と適合

性 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL  質問票、ヒアリ

ング調査 

社会、文化、環境

の面からプロジ

ェクトの成果は

持続されうるか。 

女性、貧困層あるいは社会的弱者への

考慮の欠落が原因で、持続的な効果が

阻害される可能性があるか。 

ジェンダー、貧困及び

社会的バリアーの存

在 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

環境配慮の欠落が原因で、持続的な効

果が阻害される可能性があるか。 
環境配慮 SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 
持続性を阻害するその他の要因があるか。 条件「無収水削減マネ

ジメントチームの機

能がプロジェクト完

了後も継続する」の可

能性 

SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

偶発要因の存在 SEDAPAL による情報 SEDAPAL 質問票、ヒアリ

ング調査 

調整／修正の

必要性 

現在の状況下で、プロジェクトの目標が達成できるか。 プロジェクト・アプロ

ーチの有効性 
JICA 専門家、SEDAPAL
による情報 

JICA 専門家、

SEDAPAL 
ヒアリング調査 

インプット、活動あるいは成果を調整する必要があるか。 プロジェクト・アプロ

ーチの有効性 
JICA 専門家、SEDAPAL
による情報 

JICA 専門家、

SEDAPAL 
ヒアリング調査 

プロジェクトに影響する重要な新たな条件／要因がある

か。 
 JICA 専門家、SEDAPAL

による情報 
JICA 専門家、

SEDAPAL 
ヒアリング調査 

将来において考察すべき問題点及び課題は何か。  JICA 専門家、SEDAPAL
による情報 

JICA 専門家、

SEDAPAL 
ヒアリング調査 
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質問票  
ペルー国「リマ上下水道公社無収水管理能力強化プロジェクト」中間レビュー 

2013 年 9 月 

 

 

評価の目的： 

事業が順調に効果発現に向けて実施されているかを検証し、評価対象事業の計画見直しや運

営体制の改善に資する。 

 

評価の主な視点： 

現状・実績に基づき、妥当性、有効性（当初想定した事業効果が発現するか）、効率性につい

て、影響する貢献・阻害要因とともに検証する。 

 

プロジェクトの現状把握・検証のための視点： 

【実績】 

プロジェクト実施の結果何が達成されたのか、それらは期待どおりであるか。プロジェクト

のアウトカム目標の達成度、アウトプットの発現状況を評価時点で測定し、計画時に設定した

目標値との比較を行う。 

【実施プロセス】 

プロジェクトを実施する過程で何が起きているのか、それらはプロジェクトのアウトカム目

標の達成にどのような影響を与えているか。当初の計画通りに活動が実施されてアウトプット

に結びついているかを確認するとともに、実績プロセスの何がアウトプットやプロジェクトの

アウトカム目標の達成度に影響を与えているかを検証する。 

【因果関係】 

プロジェクトのアウトカム目標の達成が本当にプロジェクト実施によってもたらされたもの

であるか、あるいはもたらされるものであるか。 

 

質問票回答書の回収： 

下表に示すとおり当該質問への回答を記入し、以下メールアドレスへ送信願う。 

 

電子メールアドレス：haneji@jds21.com 

宛先：羽地 朝新（JICA 評価チームメンバー） 
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評価基準及び質問票回答者リスト 

基準 内容 回答者 

妥当性 

(Section A) 

開発援助と、ターゲットグループ・相手国・

ドナーの優先度ならびに政策・方針との整

合性の度合い。 

 

リマ上下水道公社（SEDAPAL） 

有効性 

(Section B) 

開発援助の目標の達成度合いを測る尺度。 SEDAPAL 

効率性 

(Section C) 

インプットに対するアウトプットを計測す

る。  
SEDAPAL 

プロジェクト・ダイレクター（PD） 

プロジェクト・マネージャー（PM） 

インパクト 

(Section D) 

開発援助によって直接または間接的に、意

図的または意図せずに生じる、正・負の変

化。開発援助が、地域社会・経済・環境な

らびにその他の開発の指標にもたらす主要

な影響や効果を含む。 

SEDAPAL 

持続性 

(Section E) 

プロジェクトが終了しても、開発援助によ

る便益が継続するかを測る。 
SEDAPAL 

PD、PM 

 

注） 

事前に入手したプロジェクト関係資料の内容を参考に一部の質問に対し当方理解が記載され

ている。その場合、当方理解の内容確認を含めて回答を願います。 
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Section A: 妥当性 

(A-1) 社会ニーズとの整合性 

- プロジェクトは社会の必要性に合致しているか。プロジェクトは対象地域と社会の必要性に

合致しているか。SEDAPAL の上水道事業におけるニーズとの整合性について記載願います。

【回答者：SEDAPAL】 

本プロジェクトの対象地域であるリマ首都圏は、年間降水量約 9mm の砂漠気候に属し従

来から乾季における水不足が深刻であり、新しい水資源の確保が困難な状況にある。一方、

近年リマ首都圏では、地方部からの低所得者層を中心とした人口流入により市街地周辺部の

宅地開発が急速に進み、人口も急速に増加している。給水人口の増加に伴う水需要の拡大も

顕著のため水資源の確保が重要な課題となっている。 

 

(A-2) 国家政策との整合性 

- プロジェクトはペルーの開発政策に沿ったものか。関連国家政策等との整合性について記載

願います。【回答者：SEDAPAL】 

上下水道セクターを管轄する MVCS は「国家衛生計画 2006－2015」を策定し、水道サー

ビスの質の改善や財務の健全性の推進についての目標を以下の通り設定し、無収水削減の推

進についても一つの目標として掲げている。 

• メータの設置と整備の促進 

• 水道水の合理的な生産の促進 

• 水道サービスの運営システム向上の促進 

• 水道料金支払い滞納を削減する実施プログラムの促進 

• 少なくても運営維持費用を負担できる水道料金設定の促進 
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• 投資と債務返済をまかなえる健全なキャッシュフローの促進 

• 水道の接続数増加の促進 

• 無収水削減プログラムの実施の促進 

 

(A-3) プロジェクト・アプローチ 

- プロジェクトは妥当なアプローチを採用しているか。以下項目について記載願います。 

1. 実施機関の選択は適切か。プロジェクト上位目標「SEDAPAL の無収水が減少する」の

達成に鑑み、実施機関の適切性について記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

SEDAPAL の財務の健全性を保つうえで料金改定は必要であり、このため SEDAPAL

は上記に述べた無収水削減を企業目標の一つに掲げている。企業目標である無収水率低

減を達成するために無収水削減に係わる能力の向上は必要で、かつ緊急性は高いと考え

られる。 

2. 本プロジェクトに対し関連するプロジェクトが存在する場合は、関連プロジェクト別に

各々相乗効果の発現の可能性について記載願います。 

2.1. リマ首都圏北部上下水道最適化事業（I）との相乗効果 

円借款及び世銀（IBRD）とドイツ復興金融公庫（KfW）との協調融資によるリ

マ首都圏北部上下水道最適化事業（I）が実施中であり、2014 年前半の完工を予

定している。同事業では北部地域の配水管網のセクター化ならびに老朽化した配

水管網の更新、給水装置の更新・新設を予定しており、本プロジェクトの成果 3

に関する活動との関連も深い｡同事業は本プロジェクトと実施時期が重なるた

め､同事業の施工状況も踏まえつつ、給水装置設置の工事発注に係る「技術仕様

書ガイドライン」を作成する。 

2.2.  

 

3. 対象地域の選択は適切か。利害関係者の参加と関連して記載願います。【回答者：
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SEDAPAL】 

無収水削減に係わる能力の向上は、限られた水資源の中で SEDAPAL の供給する有効

水量の増大を通じて、安全で十分な水の供給サービスの向上及びサービス地域の拡大に

貢献するもので、最終受益者であるリマ首都圏住民のニーズへの整合性があると考えら

れる。 

また、無収水削減により SEDAPAL の財務的健全性が向上し、新しい水道施設への投

資費用と維持管理費用カバーすることが持続的に可能になり、水道料金の安定化に寄与

するものと考えられる。 

 

Section B: 有効性 

(B-1) プロジェクト目標 

- 「SEDAPAL の無収水削減に係る能力が向上する」が実現する可能性があるか。SEDAPAL の

配水網管理能力が強化に資する技術と施策が十分に強化されたか。以下関連目標の達成度に

ついて記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

1. 「無収水削減対策に係る各サービスセンターの年次業務実施計画書が SEDAPAL の年次

業務実施計画（Plan Operativo）に反映される」： 

 

2. 「無収水削減の経営への効果が SEDAPAL の経営陣に認められ、各サービスセンターの

年次業務実施計画実施のための予算が承認される」： 

 

3. プロジェクトの目標達成を阻む要因があるか。プロジェクトのインプット及び活動に対

する阻害要因の有無に記載願います： 
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(B-2) 実施プロセス 

- 各活動は計画どおり実施されたか。当初の活動計画に何か変更があったか。当初計画に変更

があれば、その内容及び理由を記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

 

- プロジェクトの実施プロセスにおいて諸問題が発生しておれば、以下の項目別に記載願いま

す。【回答者：SEDAPAL】 

1. 技術移転に関して何か問題があるか（セミナー、ワークショップ、OJT 等に関わる問題

点）。 

 

2. プロジェクトの管理システムに何か問題があるか（モニタリング体制、意思決定手続、

JICA 本部及び現地事務所の機能、プロジェクト内部のコミュニケーションシステム等に

関わる問題点）： 

 

3. プロジェクトは十分に認識されているか（本プロジェクトの優先度合い）： 

 

4. 適切なカウンターパートが任命されているか（プロジェクトの活動と任命されたカウン

ターパートの専門業務との整合性）： 

 

5. 予算配分、C/P 任命等に関わる問題点： 

 

- カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。各機関の本プロジェクトとの関連性に

ついて記載願います。 
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1. SEDAPAL との関係：【回答者：SEDAPAL】 

上位目標「SEDAPAL の無収水が減少する」はプロジェクトの方向性を示すものであ

る。無収水を削減させるには、設備を新しいものにすると同時に運営・維持管理を適切

に実施することが重要である。この運営・維持管理には、無収水を削減させる作業実施

に係わる能力向上はもとより、無収水の調査、削減計画立案、関連部署との調整、削減

にあたる費用対効果分析を実施する総合的な管理能力の向上が不可欠であると考えら

れる。これらを含めた「SEDAPAL の無収水削減に係る能力の向上」をプロジェクト目

標に設定している本プロジェクトは上位目標へのアプローチとして適正と考えられる。

2. SUNASS との関係：【回答者：SEDAPAL】 

SEDAPAL の水道料金は、国家衛生事業監督庁（SUNASS）の規制下に置かれている。

水道料金の改定に際し、SEDAPAL は長期計画「最適マスタープラン」（Plan Maestro 

Optimizado 2009 : PMO）を作成し今後 5 年間の水道料金を SUNASS に提案した。これに

対し、SUNASS は 2010 年～2014 年の 5 年間について、年毎の SEDAPAL の目標を設定

することを条件に、5 年間の料金値上げを承認した。目標が 85％以上達成されない場合

には料金値上げが認められないことになっており、目標の一項目である無収水率につい

ては 2011 年-34.5%、2012 年-32%、2013 年-30%、2014 年-29.3%、2015 年-28.5%という

数値が設定されている。 

3. MVCS との関係：【回答者：SEDAPAL】 

上下水道セクターを管轄する MVCS が策定している「国家衛生計画 2006－2015」の

中で『無収水削減プログラムの実施の促進』が挙げられている。『無収水削減に係る能

力向上』により水道サービスの質の改善や財務の健全性が達成されると考えられ、上下

水道セクターの戦略に一致している。 

 

(B-3) プロジェクトの目標と成果における因果関係 

- 成果はプロジェクトの目標達成に十分なものか。プロジェクトのインプットの十分性につい

て以下項目別に記載願います。【回答者：SEDAPAL】 
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1. 日本人専門家の適切かつ十分な学術的研究分野と専門知識： 

 

2. 携帯型超音波流量計（2 台）の仕様： 

伝搬時間差式、測定可能口径 13〜400mm、USB 又は SD スロット付き、内蔵バッテリ

ー8 時間以上計測 

3. 電磁式流量計（2 台）の仕様： 

アナログ、パルス出力、口径 50mm 

4. 非金属管探知機（1 台）の仕様： 

消火栓又は量水器を介した信号音波発信機 

5. 電子音聴棒（2 本）の仕様： 

圧電素子による振動検知システム、周波数帯域 100〜2000Hz、感振棒、ヘッドフォン・

アルカリ電池 

6. 音聴棒（2 本）の仕様： 

聴音増幅式の無電源漏水音聴音器・L=1.5m、ステレス製 

7. 距離計（ｱﾅﾛｸﾞﾛｰﾄﾞﾒｼﾞｬｰ）（1 台）の仕様： 

2 輪式、伸縮ハンドル、距離カウンター1cm 単位表示、測定距離 10cm〜1km 

8. ボーリングバーの仕様： 

ハンドボーリング用バー、全長 1.5m、掘削深さ 850mm 以上 

9. プロジェクト投入の活用： 

 

- プロジェクトの目標達成に向けた成果に関わる前提条件及び外部要因が現時点でも的確か。

外部要因が実現する可能性があるか。以下項目別にその可能性について記載願います。【回

答者：SEDAPAL】 
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1. 「SEDAPAL の無収水削減に係る関係部署が大幅な組織改編を受けない」という要因の

発生の可能性： 

 

2. 「プロジェクトにより能力向上支援を受けた SEDAPAL の職員が離職しない」という要

因の発生の可能性： 

 

3. プロジェクト形成時では把握されていなかった、あるいは、その後の変遷における新た

な外部要因の存在： 

 

 

 

Section C: 効率性 

(C-1) インプットは計画通りに投入されたか。 

- 投入された資機材は適切に提供され、使用されたか。下表に資機材の据付け／保管場所、利

用状況及び補修管理状況について記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

資機材 据付け／保管場所 利用状況 補修管理状況 

流量測定用機材 

携帯型超音波流量計    

電磁式流量計    

水圧ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ    

高感度記録計ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録計    

ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ/ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾀﾞｰ    

漏水探知機材 

非金属管探知機    

電子音聴棒    
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資機材 据付け／保管場所 利用状況 補修管理状況 

音聴棒    

距離計（ｱﾅﾛｸﾞﾛｰﾄﾞﾒｼﾞｬｰ）    

ボーリングバー    

多点式ﾛｶﾞﾀｲﾌﾟ相関器    

音聴式漏水探知器    

ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ    

ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｯﾄ    

発電機    

2 次配水管材    

給水管材及びﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ類    

分岐用ｻﾄﾞﾙ    

水道メータ    

穿孔器    

水圧試験器    

管の分岐・接合機器と道具    

残留塩素計    

- ペルー側のインプットは計画通り投入されたか。以下項目について記載願います。 

1. 日本人専門家の C/P 任命状況：【回答者：SEDAPAL】 

 

2. SEDAPAL内専門家執務スペース（約 8名）、家具、ネット接続の提供：【回答者：SEDAPAL】

SEDAPAL のアタルヘア本部事務所がある 1 階に準備 

3. 研修用教室（約 20 名収容）の提供：【回答者：SEDAPAL】 

 

4. 給水装置設置研修用ヤード（40 ㎡）の提供：【回答者：SEDAPAL】 

 

5. 機材保管庫の提供：【回答者：SEDAPAL】 



別添資料④ 

A4-11 

 

6. プロジェクト活動に対する予算の配分（SEDAPAL の年間予算書と会計資料を添付）：【回

答者：PD、PM、SEDAPAL】 

 

- 合同調整委員会（JCC）は適切に機能しているか。以下資料を提出願います。【回答者：PD】 

1. 承認された年間作業計画 

第 1 回 JCC（2012 年 8 月 16 日開催）によって日本人専門家及びペルー側カウンター

パートの紹介、ワークプラン（含：マネジメントチームの設立、パイロットエリアの選

定）の説明、及び本邦研修の参加者について協議された。 

第 2 回 JCC（2013 年 7 月開催）： 

2. 年間作業計画の進捗状況記録等 

 

 

 (C-2) 成果は計画通り達成されているか。 

- 成果 1「無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係るマネジメント能力が向上する

（「無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係る計画立案、対策実施管理、事業評 価

などを継続的に実施するための能力が向上する」）」の達成状況は適切か。本成果に係る活動

の進展状況について記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

1. 活動 1-1「活動の実施主体となる、無収水削減に係る SEDAPAL のマネジメントチーム

を組織する（「無収水削減マネージメントチ―ムの組織化」）」の進展状況： 

実施済み。 

• 委員長：商務部長 Alfredo Yañez Pajuelo 

• 委員：調査規格化計画チーム長 Erick Caceres Gonzales 
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• 委員：漏水管理削減チーム長 Liliana Gamarra León 

• 委員：一次配水チーム長 Danilo Vergara Serrano 

• 委員：ブレーニャ運転維持管理チーム長 Polo Agüero Sánchez 

• 委員：メータ検針記録チーム長 David Chang Silva 

マネジメントチームの目的は、パイロットプロジェクトの無収水削減対策の費用対便

益ならびに経営への効果を分析し、各サービスセンターの無収水削減対策の年次業務実

施計画を作成することである。 

2. 活動 1-2「SEDAPAL の現状の無収水削減対策の課題をレビューする（「現状の無収水削

減対策の課題レビュー」）」の進展状況： 

実施済み。 

3. 活動 1-3「無収水管理に係る研修をマネジメントチームに対して行う（無収水マネジメ

ントチームに対する研修）」の進展状況： 

実施済み。 

2013 年 1 月 21 日から 2 月 7 日までの 19 日間、SEDAPAL のマネジメントチームの下

記 5 名が本邦での研修に参加した。 

• 委員長：商務部長 Alfredo Yañez Pajuelo 

• 委員：調査規格化計画チーム長 Erick Caceres Gonzales 

• 委員：漏水管理削減チーム長 Liliana Gamarra León 

• 委員：一次配水チーム長 Danilo Vergara Serrano 

• 委員：ブレーニャ運転維持管理チーム長 Polo Agüero Sánchez 

• 委員：メータ検針記録チーム長 David Chang Silva 

研修のテーマは、無収水削減対策とした。研修参加者が、主に無収水対策の計画面を

担当する部署の管理者からなる「マネジメントチーム」であるため、日本と東京の水道

の変遷、無収水対策、料金徴収上率向上施策、人材育成など、経営・管理面を重視する
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とともに、漏水検知・給水管接続作業など現場作業を実体験することも組み入れた。 

研修参加者のペルー帰国後、2013 年 3 月 8 日に本邦研修の帰国報国会が SEDAPAL の

本部、各地方事務所の関係者、JICA ペルー事務所職員、コンサルタント団員の参加のも

と開催された。 

一方、ペルー国内での研修として、マネジメントチームの 6 名を対象にアタルヘア敷

地内において、非金属管探知器、多点式相関器を使用して物理的漏水の捉え方について

実務研修を行った（2013 年 3 月 18 日）。 

4. 活動 1-4「パイロットプロジェクトの無収水削減対策の費用対便益を分析する（無収水

削減対策の費用対便益の分析）」の進展状況： 

 

5. 活動 1-5「SEDAPAL の事業経営に対する、今後の無収水削減対策実施の経営への効果を

分析する（無収水削減の経営への効果分析）」の進展状況： 

 

6. 活動 1-6「1-4、1-5 及び SEDAPAL 企業目標に基づき、各サービスセンターの無収水削

減対策の年次業務実施計画を作成する（無収水削減対策の年次業務実施計画の作成）」

の進展状況： 

 

7. 活動 1-7「各サービスセンターの年次業務実施計画を周知するための SEDAPAL 内ワー

クショップを開催する（年次業務実施計画を周知するためのワークショップの開催）」

の進展状況： 

 

8. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 1-1:「アクションチームが作成したパイロットプロ

ジェクトの完了報告書に対する、マネジメントチームによって評価報告書が作成され

る」状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご

配慮願います）： 
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9. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 1-2:「無収水削減の費用対便益及び経営への効果に

係る報告書が SEDAPAL の経営陣に承認される」状況（達成の見込み及び当該活動ある

いはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）： 

 

10. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 1-3:「年次業務実施計画の周知をするためのワーク

ショップでマネジメントチームが講師を務める」状況（達成の見込み及び当該活動ある

いはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）： 

 

- 成果 2「無収水削減アクションチームの無収水削減の作業実施に係る実施能力が向上する」

の達成状況は適切か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：

SEDAPAL】 

1. 活動 2-1「活動の実施主体となる、パイロットプロジェクトにおける無収水削減作業の

アクションチームを組織する（無収水削減作業アクションチームの組織化）」の進展状

況： 

実施済み。中部支局ブレーニャ・サービスセンター（センター）及び本部開発調査局

の漏水管理削減チームのメンバーより編成： 

• センター配水管網運転維持管理長 Polo Florencio Aguero Sánchez 

• センター商務チーム長 Elard Porfirio Aguilar Alarico 

• センター商務係 Rodolfo Castro Reyes 

• 漏水管理削減チームアナリスト Renán Reyes Murillo 

• 漏水管理削減チーム現場監督 Osvaldo Navarro Sandoval 

• センター配水管網運転維持管理 Javier Ferro Mory 

• センター配水管網運転維持管理 Félix Flores Tineo 

アクションチームの目的は、パイロットエリアで無収水削減作業を実行することであ
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る。 

2. 活動 2-2「パイロットエリアの分離状況の確認とパイロットのエリア確定」の進展状況

（注記：追加された活動）： 

実施済み。 

本プロジェクトでは 3 箇所のパイロットエリアが確定され以下 3 ステージによる活動

が計画されている。 

ステージ 1：2012 年 6 月〜2013 年 6 月：中部支局ブレーニャ・サービスセンター、セ

クター18：2013 年 4 月までにパイロットエリアでの活動を終え、6 月に完了報告書の作

成までを終えることとなっていた。しかし、夜間最少流量測定の準備が遅れた（チャン

バーの建設、流量計装置の製作）ことによる測定の実施が 4 月末となったこと、漏水探

知作業で明らかになった 76 箇所の漏水修理を終えて、事後の夜間最少流量測定の予定

が 6 月末になったこと、給水栓の各戸調査の結果のメータ検定と不具合要因の対応策が

現在も実施中であること等で予定のスケジュールに遅れが生じている。 

セクター18 はリマ市中心部に近い、中・高所得者が多く住む住宅地であり、周囲の幹

線道路沿いには 商業施設が並んでいる。住宅の多くは平屋か二階建ての一般家屋であ

るが、近年マンション形式の集合住宅も建てられている。水道の用途別登録数の比率は、

一般住宅 55%、集合住宅 22%、商店 21%、工業・大規模店舗 1%、公共機関 1%である。

面積は 89.1ha、標高 EL132m〜EL154m、標高差 22m である。アタルヘア浄水場からセ

クターの流入点まで送水された水は、セクター内の最も標高の高いセクターの流入点に

設けられた SCADA システムによって流量及び圧力の調整が行われ、セクター内の配水

管網に配水されている。本セクターが隣接するセクターと水理的に完全分離されている

（2012 年 9 月確認）。 

ステージ 2（2013 年 7 月〜2014 年 6 月）：南部支局スルキージョ・サービスセンター、

セクター67（顧客接続栓数：4076、居住概要：高層マンションがある住宅地域。マンシ

ョンへの給水はバルクメーター方式、無収水率：31%、エリア内標高：125～150m【高

低差 25m】、事前準備：圧力差は適正範囲内であるが給水栓数が 4,076 栓と多いため、2

つのサブセクターへの分割を検討する。【2012 年 9 月現在】） 

ステージ 3（2014 年 7 月〜2015 年 6 月）：南部支局ビジャ・エル・サルバドルセンタ

ー、セクター308（顧客接続栓数：5507、居住概要：丘陵地の比較的所得の低い新興住
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宅地。セクター内 4 つの送水ポンプ場を経て順次高地に給水される、無収水率：48%、

エリア内標高：210～364m【高低差 154m】、事前準備：高低差が 154m、給水栓数 5,507

栓と大きいため、サブセクター化、3 分割が望ましい。【2012 年 9 月現在】） 

3. 活動 2-2「無収水削減の作業実施に係る研修をアクションチームに対して行う（活動 2-3

「無収水削減作業アクションチームに対する研修」）」の進展状況： 

• 水理的分離確認作業の発表会：実施済み。 

• 水量、水圧計測概論、理論研修：ステージ 2 実施予定 

• 大口需要者使用水量レベル調査：ステージ 2 実施予定 

• メータ先漏水の探知方法 OJT：ステージ 2 実施予定 

• 給水装置の不備の検証（逆流、クロスコネクション）：ステージ 2 実施予定 

• 水道メータ（不感と器差）と精度検定実施と研修：ステージ 2 実施予定 

• 新技術の紹介：ステージ 2 実施予定 

4. 活動 2-3「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいて、配水管網台帳と顧客台帳の

整備及び無収水の現状（給水量と請求水量の把握、セクター分断状況、水道メータ設置

状況）の分析に基づき、無収水の調査計画を策定する（活動 2-4「パイロット第 1 エリ

アにおける調査計画策定に係る OJT」）」の進展状況： 

実施済み。 

2012 年 7 月よりステージ 1 が開始されて、パイロットエリア（中部支局ブレーニャ・

サービスセンター管轄セクター18）における無収水対策活動を通じた研修を実施した。

内容は以下のとおり： 

• 管網、設備データ、給水栓データベース収集・整理 

• ヒアリング調査、現場視察 

• 一般家庭水使用実態調査 

• セクター18 検針作業の立会 

パイロットエリアであるセクター18 の給水栓・請求水量データベースよると、2013
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年 1 月時点の登録数 1854 件中、契約者数は 1757 件（94.8%）である。契約者数のうち、

未払いのための休止、休止再開待ち、新規接続待ちを除いた支払をしている正常給水は

1734 件で、契約者数の 98.6%が給水を受けている。 

セクター18 において一般顧客、特別顧客別の検針委託業者（PRPCOM、CONSORCIO 

GESTION）の検針作業の立会を行った。一般顧客サービス、特別顧客サービスの作業は

SEDAPAL 内の別々の部署で管理され、異なる委託業者によって検針作業が行われてい

るため、作業上留意すべき視点、事後の処理の統一化が図られていない。サービスセン

ターレベルでは両部署のデータの統合化、不具合発見の調整は行われておらず、データ

は請求量としてアタルヘア本局商務部に送られて処理されるのみであり、また、サービ

スセンターにはフィードバックされていない。 

5. 活動 2-4「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいて、必要なバルブ、超音波流量

計設置用ボックス、水道メータ等の設置及びプロジェクト実施前の無収水率を算定する

（活動 2-5「パイロット第 1 エリアにおけるプロジェクト実施前の無収水率の算定」）」

の進展状況： 

実施済み。（ステージ 2 実施予定） 

• サブセクターの無収水率の計測、算定（事前／事後） 

6. 活動 2-5「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいて、無収水の原因を特定（漏水

探知、不法接続の発見、メータ関連ロスの検知）し、その結果に基づき、無収水削減作

業計画を策定する（活動 2-6「パイロット第 1 エリアにおける無収水の特定と無収水削

減作業計画の策定に係る OJT」）」の進展状況： 

現在継続中である「コマーシャルロス判定プログラムの策定」以外の細目は実施済み。

• パイロットエリア研修計画作成：実施済み 

• アクションチーム漏水探知作業プレゼンテーション：実施済み（エンジニアチー

ム 26 名を対象に 2013 年 3 月 21 日に実施） 

• ブレーニャ運転維持管理チーム漏水調査計画説明：実施済み 

• セクター18 給水栓漏水探知研修：実施済み（ブレーニャの運転維持管理チームを

対象に 2013 年 3 月 5 日〜7 日に実施、夜間最少流量測定における OJT を 2013 年 4
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月 18 日に実施） 

• 漏水探知機材の使用説明：実施済み 

• 電磁流量計装置の製作準備指導：実施済み 

• 電磁流量計装置の製作指導：実施済み 

• 流量測定チャンバーの建設指導：実施済み 

• ブレーニャ商務チームヒアリング、作業計画説明：実施済み 

• コマーシャルロス作業計画説明：実施済み 

• 可搬式検定メータの試作：実施済み 

• コマーシャルロス判定プログラムの策定：継続中 

セクター18 における過去 3 年間の請求水量の平均値は、無収水率 40.3%、非検針請求

量（平均値と推定値の合計量）は全請求量の 7.2%である。請求水量は全てがメータの検

針水量に依っている訳ではなく、検針時に検針の読みが出来なかったもの（盗難、故障

等）については過去の検針量の平均値（原則 6 ヵ月間）、メータ設置のないものについ

ては推定値によって請求されている。配水量分析の損失水量項目は、上述した請求水量

の内訳から検針に依らない請求量の推定誤差も無収水量の一因として懸念された。 

7. 活動 2-6「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいて無収水削減作業を実施する（活

動 2-7「パイロット第 1 エリアにおける無収水削減作業の実施に係る OJT」）」の進展状

況： 

進捗状況は以下のとおり： 

• SCADA による夜間最少流量の測定：実施済み 

• 電磁流量計装置による夜間最少流量の測定（事前測定）：実施済み 

• 漏水探知作業、漏水探知個所の修理（再委託会社）：実施済み 

• 電磁流量計装置による夜間最少流量の測定（事後測定）：ステージ 2 実施予定（漏

水量を明確にするために、セクターをさらに細分化した夜間最少流量の測定が必

要と判断されたことから、ステージ 1 の活動の期間を延長する必要が生し、現在
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実施中） 

• セクター18 の給水栓各戸調査（再委託会社）：実施済み 

• 可搬式検定メータ現場検定の実施：実施済み 

• 不具合メータの検定、結果の分析（SEDAPAL ラボ、再委託会社）：継続中（漏水

量を明確にするために、セクターをさらに細分化した夜間最少流量の測定が必要

と判断されたことから、ステージ 1 の活動の期間を延長する必要が生し、現在実

施中） 

• 各戸調査後の不具合要因の対応：継続中（漏水量を明確にするために、セクター

をさらに細分化した夜間最少流量の測定が必要と判断されたことから、ステージ 1

の活動の期間を延長する必要が生し、現在実施中） 

• パイロットエリア活動の発表会：実施済み 

• 主要管路水圧測定、水量測定：ステージ 2 実施予定 

• 漏水探知技術専門家が次回に赴任する 2013 年 10 月以降の作業（ステージ 2 実施

予定）： 

 漏水探知技術専門家が次回に赴任する 2013 年 10 月以降の作業電磁流量計

装置による夜間最少流量の測定（復元測定）  

 セクター細分化（路線、区間）の夜間最少流量測定 

 消火栓を利用した夜間最少流量の測定 

 路線、区間選別漏水探知 

 管網シュミレーション 

8. 活動 2-7「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいてプロジェクト実施後の無収水

率を算定する（活動 2-9「パイロット第 1 エリアにおけるプロジェクト実施後の無収水

率の算定）」の進展状況： 

 

9. 活動 2-8「終了したパイロットプロジェクトにおける無収水削減作業の完了報告書（費
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用対便益分析のための基礎資料（対策費用や請求水量の増加を含む））を作成する（活

動 2-9「無収水削減作業の完了報告書の作成」）」の進展状況： 

 

10. 活動 2-10「パイロットプロジェクトのワークショップの開催（PDM 記載活動 2-10「パ

イロットプロジェクトの調査計画、作業計画、実施過程、成果について、SEDAPAL 組

織内に広く周知するための SEDAPAL 内ワークショップを開催する」）」の進展状況（注

記：追加された活動）： 

 

11. パイロットプロジェクトエリア第 2、3 エリアにおける上記 2-3〜2-10 の同様手順の実施

（PDM 記載活動 2-9「パイロットプロジェクトの第 2 及び第 3 エリアにおいて上記の 2-3

〜2-8 の手順を実施する」）の進展状況： 

 

12. 活動 2-11「無収水削減対策マニュアル（ドラフト）の作成、ドラフトの改定（PDM 記

載活動 2-11「パイロットプロジェクトで実施した対策の結果を踏まえて無収水削減対策

実施マニュアルを作成し、これを SEDAPAL 内外に広く周知するためのセミナーを開催

する（活動 2-12「無収水削減対策実施マニュアルの最終化セミナーの開催」から分離）」）」

の進展状況（各部【無収水管理技術指針、無収水対策実施マニュアル、無収水対策実施

マニュアル、規格手引書】の進展状況につき説明願います。）： 

 

13. 活動 2-12「無収水削減対策実施マニュアルの最終化セミナーの開催（PDM 記載活動 2-11

（上記）から分離）」）」の進展状況： 

 

14. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 2-1「各パイロットエリアにて無収水率が以下の通

り削減される：第 1 エリア XX%、第 2 エリア XX%、第 3 エリア XX%」の進捗状況（達

成の見込み及び当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願いま

す）:  
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15. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 2-2「パイロットプロジェクトに係るワークショッ

プでアクションチームのメンバーが講師を務める」の進捗状況（達成の見込み及び当該

活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）:  

 

16. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも XX 箇所

において、無収水削減に係わる調査計画が作成される」の進捗状況（達成の見込み及び

当該活動あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）： 

 

 

- 成果 3「無収水削減アクションチームの給水装置設置に係る品質管理能力が向上する」の達

成状況は適切か。本成果に係る活動の進展状況について記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

1. 活動 3-1「給水装置設置（給水管及び水道メーター）に係る民間業者の施工能力を調査・

分析する（給水装置設置に係る民間業者の施工能力の調査・分析）」の進展状況： 

実施済み。 

2. 活動 3-2「SEDAPAL の既存の技術仕様書をレビューする（SEDAPAL の既存の技術仕様

書のレビュー）」の進展状況： 

実施済み。 

3. 活動 3-3「給水装置設置に係る室内研修及び実地研修用の教材の準備」の進展状況（注

記：追加された活動）： 

実施済み。 

4. 活動 3-4「給水装置設置に係る室内研修及び実地研修の実施」（PDM 記載活動 3-3「給水

装置設置に係る室内研修及び実地研修を実施する」の進展状況： 

ステージ 2（2013 年 10 月〜2014 年 2 月）に実施予定 

5. 活動 3-5「給水装置設置の技術仕様書ガイドラインの作成」（PDM 記載活動 3-4「給水装
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置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイドラインを作成する」）の進展状況： 

 

6. 活動 3-6「ガイドラインの普及のためのワークショップの開催」（「ガイドライン普及の

ための SEDAPAL 内ワークショップを実施する」）の進展状況： 

 

7. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 3-1:「給水装置設置に係る研修参加者全員が実習後

の水圧試験に合格する」の進捗状況（達成の見込み及び当該活動あるいはインプットに

係る阻害要因についてもご配慮願います）： 

 

8. 上記活動の進展状況に鑑みた、指標 3-2「給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガ

イドラインが SEDAPAL 経営陣に承認される」の進捗状況（達成の見込み及び当該活動

あるいはインプットに係る阻害要因についてもご配慮願います）: 

 

 
 

Section D: インパクト 

(D-1) 実施プロセス 

- 直接裨益者 SEDAPAL の技術者の参加度は高いか。プロジェクトの認知度は高いか。プロジ

ェクトへの参加、認知度について記載ねがいます。【回答者：SEDAPAL】 

1. 直接裨益者 SEDAPAL の技術者の参加度合い（セミナー、ワークショップ、OJT 等の活

動の協力者・参加者リストと記録等があれば添付願います。）： 

 

2. 協力機関の参加度合い： 
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(D-2) 上位目標「SEDAPAL の無収水が減少する」の達成見込み 

- プロジェクト終了後の効果や影響があるか。プロジェクトの現状及び今後の予測を鑑み、以

下項目別に記載願います。「SUNASSS と合意する無収水率が達成される（2018 年-XX %）」

の達成見込み：【回答者：SEDAPAL】 

 

- ジェンダー、民族あるいは社会層における違いを反映した好影響もしくは正／負の影響があ

るか。負のインパクトを除去する施策の有無についても記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

 

- 環境要因を含むその他の正／負の影響があるか。負のインパクトを除去する施策の有無につ

いても記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

 

 

Section E: 持続性 

(E-1) プロジェクトの方向性と管理は適切に行われたか。  

- 本プロジェクトにおけるペルー側のオーナーシップ下での、自立的な運用のレベルについて

説明願います。【回答者：PD、PM】 

 

- 本プロジェクトにおける関連機関及び裨益者の参加レベルについて説明願います。【回答

者：PD、PM】 
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- 本プロジェクトを通じて獲得した技術と成果を適用する枠組の存在について説明願います。

【回答者：PD、PM】 

 

- SEDAPAL は上水道整備のための、独自の戦略、プログラム、計画を作成しているか。以下

項目別に記載願います。 

1. プロジェクト終了後の政策支援・維持の可能性：【回答者：SEDAPAL】 

 

2. 関連した規則や法体系の作成：【回答者：SEDAPAL】 

 

3. プロジェクト後の当該戦略等の展開：【回答者：SEDAPAL】 

 

 

(E-2) 組織及び財務関係 

- プロジェクト終了後でも効果を生み出せる活動を実施するのに十分な組織能力があるか。以

下項目別に記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

1. 人的資源の配分、意思決定手続き他（現行組織図を添付願います）： 

 

2. プロジェクトの成果の波及プロセスを率先して行おうとする SEDAPAL の姿勢： 

 

- 予算（運用経費を含む）は十分に確保されているか。プロジェクトの実施を通じ、将来にお

いて予算が増額される可能性はどの程度あるか。以下項目別に記載願います。【回答者：

SEDAPAL】 
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1. 予算確保のための施策： 

 

2. 現行予算の十分性： 

 

 

(E-3) 適用技術 

- 適用された技術は持続されうるか。【回答者：SEDAPAL】 

1. プロジェクトで採用された技術移転の方法の受入：ペルーの技術水準、社会的及び慣習

的要因等の考慮について記載願います。 

民間への漏水調査の委託の内容は、電子式音聴棒によるメータを接点として配水・給

水管漏水探知と漏水疑似音がある場合の 2 点相関式調査が主体であるが、民間委託会社

との視察、導入試験使用を経た後、さらに効率的な漏水探知業務を構築すべく、今回機

器供与した多点式相関機器をルーチンワークに導入することとした。 

2. 施設の適切維持及び運用：既存施設の維持管理状況と将来の維持管理計画について記載

願います。 

 

3. プロジェクトの普及メカニズム：プロジェクト成果の普及計画の存在について記載願い

ます。 

 

4. 技術の他の地域への普及可能性：普及対象地域に資する技術の存在と適合性について記

載願います。 
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(E-4) 社会、文化、環境の面からプロジェクトの成果の持続性  

- 以下項目別にプロジェクト成果の持続性について記載願います。【回答者：SEDAPAL】  

1. 女性、貧困層あるいは社会的無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係る計画立

案、対策実施管理、事業評価などを継続的に実施するための能力が向上する弱者への考

慮の欠落が原因で、持続的な効果が阻害される可能性（ジェンダー、貧困及び社会的バ

リアーの存在）： 

 

2. 環境配慮の欠落が原因で、持続的な効果が阻害される可能性： 

 

- 持続性を阻害するその他の要因があるか、記載願います。【回答者：SEDAPAL】 

 

 

ご協力ありがとうございます。 



 
 

ペルー国「リマ上下水道公社無収水管理能力強化プロジェクト」中間レビュー 
【評価グリッド（結果）】 

 
評価

基準
評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

実 
績 
の 
確 
認 

インプットは計画通りに投

入されたか。 
派遣された日本人専門家は

必要とされる資格を満たし

ているか。 
専門分野: 
- 総括／無収水管理 
- 無収水削減計画 
- 漏水探知技術 
- 給水管接続技術 

日本人専門家の派遣実績は以下のとおりである。 
 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

井川 雅幸 総括／無収水管理 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 9 月 1 日 2.00 

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 3 月 30 日 2.77 

2013 年 7 月 15 日〜2013 年 8 月 20 日 1.20 

大谷 重雄 副総括／無収水削減計画 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 8 日 3.23 

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 4 月 29 日 3.50 

2013 年 5 月 15 日〜2013 年 7 月 23 日 2.20 

安田 一章 給水管接続技術 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 1 日 3.00 

高橋 順一 漏水探知技術 2013 年 1 月 15 日〜2013 年 4 月 29 日 3.50 

齋藤 和哉 業務調整1/無収水削減計画 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 8 日 3.23 

2013 年 1 月 7 日〜2013 年 4 月 29 日 3.77 

奥野 将敏 業務調整2/給水管接続技術 2012 年 7 月 4 日〜2012 年 10 月 1 日 3.00 

合計 31.40 

 
JICA 直営アドバイザーの派遣実績は以下のとおりである。 
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評価

基準
評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

氏名 担当 派遣期間 M/M 

高嶋 渉 無収水管理アドバイザー 2012 年 7 月 11 日〜2012 年 9 月 12 日 2.13 

2013 年 1 月 13 日〜2013 年 3 月 16 2.10 

合計 4.23 

 
上記のとおり派遣された日本人専門家は任務のとおりプロジェクト活動に従事している。 
 

投入された資機材は適切に

提供され、使用されたか。

- 漏水探知機材一式 
- 漏水探知用車両 
- 超音波流量計 
- 給水設備研修用 

機材一式 
- 日本人専門家車輌 

下表に供与機材の現状（提供数量、据付け場所／保管場所、利用状況、及び補修管理状況）

を示す。 

 

資機材 据付け／保管場所 利用状況 補修管理状況 
流量測定用機材 

携帯型超音波流量計 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 利用可能 保証期間有効 

電磁式流量計 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能（夜間最少

流量測定用ｼｽﾃﾑ） 保証期間有効 

IO ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 
(2 機能搭載型機材購

入) 

利用可能（夜間最少

流量測定用ｼｽﾃﾑ） 保証期間有効 高感度記録計ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

記録計 

水圧ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能（SCADA
のｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ確認

用） 
保証期間有効 

漏水探知機材 

非金属管探知機 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能 
（漏水探知研修） 保証期間有効 

電子音聴棒 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能 
（漏水探知研修） 保証期間有効 

音聴棒 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能（給水栓の

漏水探知作業） 保証期間有効 

距離計（ｱﾅﾛｸﾞﾛｰﾄﾞﾒ

ｼﾞｬｰ） 
アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 利用可能 保証期間有効 
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評価

基準
評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

ボーリングバー アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 利用可能 保証期間有効 

多点式ﾛｶﾞﾀｲﾌﾟ相関

器 
アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能 
（漏水探知研修） 保証期間有効 

音聴式漏水探知器 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能 
（漏水探知研修） 保証期間有効 

ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 利用可能 保証期間有効 

ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｯﾄ アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 利用可能 保証期間有効 

発電機 アタルヘアⅡ ECRF
倉庫 

利用可能 
（移動ラボへ搭載）

保証期間有効 

2 次配水管材 2013 年 10 月調達予定   
給水管材及びﾌｨｯﾃｨﾝ

ｸﾞ類 2013 年 10 月調達予定   

分岐用ｻﾄﾞﾙ 2013 年 10 月調達予定   
水道メータ 2013 年 10 月調達予定   
穿孔器 2013 年 10 月調達予定   
水圧試験器 2013 年 10 月調達予定   
管の分岐・接合機器

と道具 2013 年 10 月調達予定   

残留塩素計 2013 年 10 月調達予定   
 
上記資機材はプロジェクト活動に適切に利用されている。 
 

プロジェクトの方向性と管

理は適切に行われたか。 
- プロジェクト・ダイレ

クター（PD）：SEDAPAL
総裁 

- プロジェクト・マネー

ジャー（PM） 

日本人専門家及びペルー側カウンターパートによって本プロジェクトを実施するためのワ

ークプランが作成され、その内容どおりに活動が進められている。 
なお、本プロジェクト実施のために、R/D で定められた実施体制どおりに JCC、マネジメ

ントチーム、アクションチームが機能している。 
上記ワークプランは現況に鑑み改訂版が作成され JCC より承認されている。 

ペルー側のインプットは計

画通り投入されたか。 
ペルー側の投入実績 
1) プロジェクト・カウンターパート任命 
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評価

基準
評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

- カウンターパート

（C/P）機関：リマ上下

水道公社（SEDAPAL）
 Control and 

Reduction of 
Leakage Team
カウンターパ

ート 
 各パイロット

エリアの

Network O&M 
Team カウンタ

ーパート 
 各パイロット

エリアの

Business Team
カウンターパ

ート 
 その他カウン

ターパート 
 

担当 氏名 組織 肩書き 
無収水削減マネージメントチ―ム 
委員長 Alfredo Yañez Pajuelo（2013 年 9 月まで） SEDAPAL 商務部長 
委員 Ricardo Cisneros Vargas（2013 年 6 月まで）

Erick Caceres Gonzales（2013 年 6 月から）

SEDAPAL 調査規格化計画チー

ム長 
委員 Liliana Gamarra León SEDAPAL 漏水管理削減チーム

長 
委員 Danilo Vergara Serrano SEDAPAL 一次配水チーム長 
委員 Polo Agüero Sánchez SEDAPAL ブレーニャ運転維持

管理チーム長 
委員 David Chong Silva SEDAPAL メータ検針記録チー

ム長 
無収水削減作業アクションチーム（パイロットエリア 1） 
メンバー Polo Florencio Aguero Sánchez SEDAPAL ブレーニャ配水管網

運転維持管理長 
メンバー Elard Porfirio Aguilar Alarico SEDAPAL ブレーニャ商務チー

ム長 
メンバー Rodolfo Castro Reyes SEDAPAL ブレーニャ商務係 
メンバー Renán Reyes Murillo SEDAPAL 漏水管理削減チーム

アナリスト 
メンバー Osvaldo Navarro Sandoval SEDAPAL 漏水管理削減チーム

現場監督 
メンバー Javier Ferro Mory 

（異動が決定：2013 年 9 月） 
SEDAPAL ブレーニャ配水管網

運転維持管理 
メンバー Félix Flores Tineo SEDAPAL ブレーニャ配水管網

運転維持管理 
無収水削減作業アクションチーム（パイロットエリア 2） 
メンバー Jaime Luy Foster SEDAPAL スルキーヨ配水管網

運転維持管理長 
メンバー José Luyo Serna SEDAPAL スルキーヨ商務チー

ム長 
メンバー Alexander Salazar SEDAPAL スルキーヨ商務係 
メンバー Renán Reyes Murillo SEDAPAL 漏水管理削減チーム

現場監督 
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メンバー German Ramos Ortega SEDAPAL スルキーヨ配水管網

運転維持管理 
メンバー Luis Untiveros Cardenas SEDAPAL スルキーヨ配水管網

運転維持管理 
 
2) SEDAPAL 内専門家執務スペースの提供 

SEDAPAL のアタルヘア本部事務所（住所：Planta La Atarjea, Autopista Ramiro Prialé No. 210, 
El Agustino, Lima 10）の 2 階に設置されている。スルキージョ・サービスセンター内にも執務

スペースを依頼中である。 
 
3) 研修用教室（約 20 名収容）の提供 

SEDAPAL アタルヘア内の研修センターの利用が可能である。 
 
4) 給水装置設置研修用ヤード（40 ㎡）の提供 

ブレーニャ・サービスセンターにて提供されることとなっている。 
 
5) 機材保管庫の提供 
漏水探知機材はアタルヘア II の敷地内、漏水管理削減チームの倉庫に保管されている。 

 
6) プロジェクト活動に対する予算の確保 
本プロジェクトにおけるペルー側の投入は S/.139,449 予算内に含まれており、追加費用は

発生しない。 
合同調整委員会（JCC）は

適切に機能しているか。 
第 1 回 JCC（2012 年 8 月 16 日開催）によってワークプラン 1（含：マネジメントチームの

設立、パイロットエリアの選定）の説明、及び本邦研修の参加者について協議された。第 2
回 JCC（2013 年 9 月 18 日開催予定）では、ワークプラン 2 の説明及びこれに整合した PDM/PO
の協議・承認が行われた。 

成果は計画通り達成されて

いるか。 
成果 1「無収水削減マネジ

メントチームの無収水削減

に係るマネジメント能力が

向上する」の達成状況は適

切か。 

① 指標 1-1「アクションチームが作成したパイロットプロジェクトの完了報告書に対してマ

ネジメントチームによって評価報告書が作成される」：第 1 プロジェクトエリアの関連活

動は 2013 年 6 月までに実施する予定であったが、改訂されたワークプランより同活動は

2013 年 12 月までにされる予定である。その結果を受けて、完了報告書を 2014 年 2 月に

作成する予定である。それを受けて、マネジメントチームが 2014 年 3 月までに評価報告

書を作成する予定である。 
② 指標 1-2「無収水削減の費用対便益及び経営への効果に係る報告書が SEDAPAL の経営陣

に承認される」：第 1 パイロットエリアの費用対便益の分析はマネジメントチームより
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2014 年 3 月までに実施される予定である。SEDAPAL の経営への効果は第 3 年次終了時

までに評価する予定である。 
③ 指標 1-3「年次業務実施計画の周知をするためのワークショップでマネジメントチームが

講師を務める」：第 3 年次終了時までに実施する予定である。 
成果 2「無収水削減アクシ

ョンチームの無収水削減の

作業実施に係る実施能力が

向上する」の達成状況は適

切か。 

① 指標 2-1「各パイロットエリアにて無収水率が以下の通り削減される：第 1 エリア 30%、

第 2 エリア XX%、第 3 エリア XX%」：第 1 パイロットエリアの活動実施中であるが、漏

水探知及び漏水個所の修理、漏水が多いとされる給水管の更新等修理活動が本格化して

いないため無収水率低下に関する顕著な効果はまだ現れていない。パイロットエリアの

無収水率のベースラインを把握した上無収水率の目標値を設定する予定である。第 1 パ

イロットエリアにおいては、ベースラインとして 2013 年 5 月時点の無収水率を取り、

37.8%とした。目標値はプロジェクト終了時までに 30％とした。 
② 指標 2-2「パイロットプロジェクトに係るワークショップでアクションチームのメンバー

が講師を務める」：第 1 パイロットエリアの活動完了後（2014 年 3 月完了予定）に実施す

る予定である。 
③ 指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも XX 箇所において、無収水削減に係わる調

査計画が作成される」：現在は、まだ調査計画が作成されていない。本指標を「パイロッ

トエリア以外の少なくとも 1 箇所において、無収水削減に係わる調査計画が作成される」

にすると合意した。 
成果 3「無収水削減アクシ

ョンチームの給水装置設置

に係る品質管理能力が向上

する」の達成状況は適切か。

① 指標 3-1:「給水装置設置に係る研修参加者全員が実習後の水圧試験に合格する」：2013 年

9 月から 2014 年 3 月までに実施予定である室内・実地研修中に水圧試験を行う予定であ

る。 
② 指標 3-2「給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイドラインが SEDAPAL 経営陣に

承認される」：ガイドラインの作成は 2014 年 6 月までに行う予定である。その後のガイ

ドライン普及のためのワークショプ等を経て SEDAPAL 経営陣からの承認を得る見込み

である。 
プロジェクト目標

「SEDAPAL の無収水削減

に係る能力が向上する」が

実現する可能性があるか。

SEDAPAL の無収水削減に

係る能力が十分に強化され

たか。 

① 指標 1「無収水削減対策に係る各サービスセンターの年次業務実施計画書が SEDAPAL の

年次業務実施計画（Plan Operativo）に反映される」の達成見込み：SEDAPAL の年次業務

計画書の作成時期は毎年 11〜12 月に作成されている。ワークプランでは 2015 年 3 月の

予定となっているため、その後プロジェクト終了前までに年次業務計画書の改訂が必要

となる。 
② 指標 2「無収水削減の経営への効果が SEDAPAL の経営陣に認められ、各サービスセンタ

ーの年次業務実施計画実施のための予算が承認される」の達成見込み：現時点ではパイ

ロットエリアでの費用対便益効果が検証されていないため、プロジェクト目標の達成度

について推定できない状態である。パイロットエリアでの便益分析の結果に基づき無収
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水削減が資する SEDAPAL の経営への効果が把握される予定である。2015 年 3 月までに

経営への効果分析を実施する予定である。第 1 パイロットエリアでは費用対効果分析を

2014 年 3 月までに実施する予定である。各パイロットエリアでの費用対効果分析を行い、

第 3 年次末には無収水削減による SEDAPAL の経営への効果が確立する予定である。 

実 
施 
プ 
ロ 
セ 
ス 
の 
把 
握 

各活動は計画どおり実施さ

れたか。 
当初の活動計画に何か変更

があったか。 
成果 2 の活動は、当初予定されていなかった活動によって遅れを伴っている。活動におい

ては、夜間流量測定により漏水存在量のセクター内分布を明確にするためのサブセクター化

が必要であると判断されたが、サブセクター化のためのチャンバー建設のサイト選定と建設

に時間を要した。具体的には、掘削した際に地中埋設電線が存在していたために、それが障

害となりサイト選定の作業が遅れた。また、電磁流量計を SEDAPAL に供与した後、現地企

業及び SEDAPAL 職員による可搬式流量測定装置の組立作業に時間を要し、流量測定の実施

が遅れた。さらに、不良の疑いのある水道メータの検定と不合格となったメータの交換に時

間がかかった。これらの原因等により、予定のスケジュールに遅れが生じている。 
技術移転に関して何か問題があるか。 マネジメントチーム、アクションチーム及び日本人専門家のコミュニケーションが十分で

ないため、プロジェクトの一部の活動に影響を及ぼしている。そのため、プロジェクト後半

では３者が一堂に会した会議を月１回程度開催し、コミュニケーションを改善し意思疎通に

努める必要がある。 

プロジェクトの管理システムに何か問題があるか。 

プロジェクトはカウンターパート及び協力機関で十分に

認識されているか。 
プロジェクト実施機関 SEDAPAL 及び協力機関である住宅建設衛生省（MVCS）国家衛生局

は本プロジェクトの内容を把握しており、その成果普及の重要性について認識している。 
適切なカウンターパートが任命されているか。 本プロジェクト実施のために結成されたマネジメントチーム及びアクションチームはプロ

ジェクト活動内容に整合した SEDAPAL の現役スタッフによって構成されている。 
カウンターパート、協力機関の役割は適切であるか。 SEDAPAL の水道料金は、国家衛生事業監督庁（SUNASS）の規制下に置かれている。水道

料金の改定に際し、SEDAPAL は長期計画「最適マスタープラン」（Plan Maestro Optimizado 
2009 : PMO）を作成し今後 5 年間の水道料金を SUNASS に提案した。これに対し、SUNASS
は 2010 年～2014 年の 5 年間について、年毎の SEDAPAL の目標を設定することを条件に、5
年間の料金値上げを承認した。目標が 85％以上達成されない場合には料金値上げが認められ

ないことになっており、目標の一項目である無収水率については 2011 年-34.5%、2012 年-32%、

2013 年-30%、2014 年-29.3%、2015 年-28.5%という数値が設定されている。このような条件が

課されている SEDAPAL の本プロジェクトにおける役割は適切である。 
上下水道セクターを管轄する MVCS が策定している「国家衛生計画 2006－2015」の中で『無

収水削減プログラムの実施の促進』が挙げられている。『無収水削減に係る能力向上』により

水道サービスの質の改善や財務の健全性が達成されると考えられ、上下水道セクターの戦略

に一致している。 
直接裨益者 SEDAPAL の技術者及び従業員及び関連機関

のプロジェクトへの参加度は高いか。プロジェクトの認知

マネジメントチームは月に 2 回程度の会議・打合せを実施している。一方、アクションチ

ームはパイロットエリアでの活動にワークプランどおりに従事している。 
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度は高いか。 技術移転研修が 3 回実施されており、カウンターパート以外の SEDAPAL 職員も多く参加

している。 
プロジェクト実施期間中に上記以外の問題が生じたか。そ

の原因は何か。 
マネジメントチームの委員長を務めていた SEDAPAL の商務部長が本現地調査中に退職し

たため、今後のプロジェクト活動に支障を与えないための処置が必要である。 
SEDAPAL内部の人事異動より 2013年 6月にマネジメントチーム委員一員の交代が生じた。

更に、アクションチームの一員が 2013 年 9 月に SEDAPAL 内部の人事異動より解任する予定

である。 

妥 
当 
性 

プロジェクトは社会の必要

性に合致しているか。 
プロジェクトは対象地域と

社会の必要性に合致してい

るか。 

本プロジェクトの対象地域であるリマ首都圏は、年間降水量約 9mm の砂漠気候に属し従来

から乾季における水不足が深刻であり、新しい水資源の確保が困難な状況にある。一方、近

年リマ首都圏では、地方部からの低所得者層を中心とした人口流入により市街地周辺部の宅

地開発が急速に進み、人口も急速に増加している。市の中心部では、高層ビルが増えている

ため、水の需要が増えている。 
一方、給水人口の増加に伴う水需要の拡大も顕著のため水資源の確保が重要な課題となっ

ている。無収水削減に係わる能力の向上は、限られた水資源の中で SEDAPAL の供給する有

効水量の増大を通じて、安全で十分な水の供給サービスの向上及びサービス地域の拡大に貢

献するもので、最終受益者であるリマ首都圏住民のニーズへの整合性があると考えられる。 
SEDAPAL の財務の健全性を保つうえで料金改定は必要であり、このため SEDAPAL は無収

水削減を企業目標の一つに掲げている。企業目標である無収水率低減を達成するために無収

水削減に係わる能力の向上は必要で、かつ緊急性は高いと考えられる。 
また、無収水削減により SEDAPAL の財務的健全性が向上し、新しい水道施設への投資費

用と維持管理費用カバーすることが持続的に可能になり、水道料金の安定化に寄与するもの

と考えられる。 
SEDAPAL の水道料金は、国家衛生事業監督庁（SUNASS）の規制下に置かれている。水道

料金の改定に際し、SEDAPAL は長期計画「最適マスタープラン」（Plan Maestro Optimizado 
2009 : PMO）を作成し今後 5 年間の水道料金を SUNASS に提案した。これに対し、SUNASS
は 2010 年～2014 年の 5 年間について、年毎の SEDAPAL の目標を設定することを条件に、5
年間の料金値上げを承認した。目標が 85％以上達成されない場合には料金値上げが認められ

ないことになっており、目標の一項目である無収水率については 2011 年-34.5%、2012 年-32%、

2013 年-30%、2014 年-29.3%、2015 年-28.5%という数値が設定されている。 
プロジェクトは日本とペル

ー両国の優先事項に合致し

ているか。 

プロジェクトはペルーの開

発政策に沿ったものか。 
上下水道セクターを管轄する MVCS は「国家衛生計画 2006－2015」を策定し、水道サービ

スの質の改善や財務の健全性の推進についての目標を以下の通り設定し、無収水削減の推進

についても一つの目標として掲げている。 
メータの設置と整備の促進、水道水の合理的な生産の促進、水道サービスの運営システム

向上の促進、水道料金支払い滞納を削減する実施プログラムの促進、少なくても運営維持費
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用を負担できる水道料金設定の促進、投資と債務返済をまかなえる健全なキャッシュフロー

の促進、水道の接続数増加の促進、及び無収水削減プログラムの実施の促進。 
更に「国家衛生計画 2006－2015」の中で「無収水削減プログラムの実施の促進」が挙げら

れている。「無収水削減に係る能力向上」により水道サービスの質の改善や財務の健全性が達

成されると考えられ、上下水道セクターの戦略に一致している。 
プロジェクトは日本の海外

援助政策及び JICA の国別

援助実施計画に沿ったもの

か。 

「対ペルー国援助方針」の「環境対策」では「水資源の乏しいペルーにおいて、新規水源

の開発、上下水道施設の整備などを通じた国民の衛生環境の改善を支援していく」という方

針に基づき「ペルーは、人口の 3 分の 2 を抱える沿岸部に水資源の 2%しか存在せず、南米で

も最大の水ストレスの脅威を抱えており、都市部と地方農村部におけるサービス・アクセス

の開きが大きい。経済成長、気候変動などの環境変化を踏まえた都市部向け新規水源開発、

上下水道整備、下水処理場建設、地方農村部向けの給水・衛生設備などの新規投資のみなら

ず、無収水対策など既存インフラの改善の必要性が高い。政策機関の計画・実施力向上に加

え、上下水道事業体（公社、自治体ほか）の経営改善を通じたサービス持続性向上により、

貧困層を含む多くの国民に対してアクセス 可能な費用負担での安定・安全な上下水道サービ

ス享受を可能にすることが喫緊の課題となっている」と掲載されており、日本がこれまで継

続的に協力を行い知見が蓄積されていることから、比較優位のある上下水道分野への支援を

引き続き実施する。また、必要なインフラ整備・改善とその効果向上、運営・維持管理の持

続的向上に対して有償資金協力・技術協力をニーズに合わせ、有効に組み合わせながら取り

組むという対処方針を築いている。 
プロジェクトは妥当なアプ

ローチを採用しているか。

実施機関及び協力機関の選

択は適切か。 
上位目標「SEDAPAL の無収水が減少する」はプロジェクトの方向性を示すものである。無

収水を削減させるには、設備を新しいものにすると同時に運営・維持管理を適切に実施する

ことが重要である。この運営・維持管理には、無収水を削減させる作業実施に係わる能力向

上はもとより、無収水の調査、削減計画立案、関連部署との調整、削減にあたる費用対効果

分析を実施する総合的な管理能力の向上が不可欠であると考えられる。これらを含めた

「SEDAPAL の無収水削減に係る能力の向上」をプロジェクト目標に設定している本プロジェ

クトは上位目標へのアプローチとして適正と考えられる。 
関連プロジェクト及びアプ

ローチとの協力と通じて期

待される相乗効果を発現す

るか。 

円借款及び世銀（IBRD）とドイツ復興金融公庫（KfW）との協調融資によるリマ首都圏北

部上下水道最適化事業（I）が実施中であり、2014 年前半の完工を予定している。同事業では

北部地域の配水管網のセクター化ならびに老朽化した配水管網の更新、給水装置の更新・新

設を予定しており、本プロジェクトの成果 3 に関する活動との関連も深い｡同事業は本プロジ

ェクトと実施時期が重なるため､同事業の施工状況も踏まえつつ、給水装置設置の工事発注に

係る「技術仕様書ガイドライン」を作成することとなっており、本プロジェクトの成果に期

待している。更に竣工の時点から無収水率を 25%に定めており、その達成と維持に係り本プ

ロジェクトで習得される無収水削減における技術・手法の応用が期待される。 
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対象地域の選択は適切か。 無収水削減に係わる能力の向上は、限られた水資源の中で SEDAPAL の供給する有効水量

の増大を通じて、安全で十分な水の供給サービスの向上及びサービス地域の拡大に貢献する

もので、最終受益者であるリマ首都圏住民のニーズへの整合性があると考えられる。 
また、無収水削減により SEDAPAL の財務的健全性が向上し、新しい水道施設への投資費

用と維持管理費用カバーすることが持続的に可能になり、水道料金の安定化に寄与するもの

と考えられる。 
日本に技術的優位性がある

か。 
日本の上水道事業の無収水率は全国平均で 10%弱であり、世界で最も優秀な実績を挙げて

いる。関連技術の移転はペルーに対し優位性があるといえる。 

有 
効 
性 

プロジェクトは目標達成に

向けて適切に実施されてい

るか。 

インプットと成果の実績及

び活動内容から見て、プロ

ジェクトの目標が達成され

そうか。 

成果 2 については、プロジェクト目標に係り第 1 パイロットエリアでの活動が遅れている

ため無収水削減効果が未だ検証されておらず、現時点でプロジェクト目標達成状況は不明で

ある。2014 年 3 月に第 1 パイロットエリアの費用対効果分析が完了する予定のため、その結

果を受けて、有効性を再評価する。 
成果 1、3 については、現時点での評価が難しい。 

プロジェクトの目標達成を

阻む要因があるか。 
パイロットエリアの活動によって無収水率が削減できない状態が発生した場合、あるいは

その削減率が費用対効果分析より「正」の値を示さない結果となった場合 
プロジェクトの目標と成果

に因果関係があるか。 
成果はプロジェクトの目標

達成に十分なものか。 
成果 1「無収水削減マネジメントチームの無収水削減に係るマネジメント能力が向上する」、

成果 2「無収水削減アクションチームの無収水削減の作業実施に係る実施能力が向上する」、

成果 3「無収水削減アクションチームの給水装置設置に係る品質管理能力が向上する」は文字

通りプロジェクト目標「SEDAPAL の無収水削減に係る能力が向上する」と直接関係するもの

であり、その達成のために十分なアプローチである。 
プロジェクトの目標達成に

向けた成果に関わる前提条

件及び外部要因が現時点で

も的確か。外部要因が実現

する可能性があるか。 

プロジェクト形成時に想定された外部要因は発生していない。 

効 
率 
性 

プロジェクトの成果の達成

レベルはどのようなもの

か。 

成果 1 の達成レベルは適切

か。 
活動 1-1「無収水削減に係る SEDAPAL のマネジメントチームを組織する」の進展状況：実施

済み。以下委員が任命されている。商務部長 Alfredo Yañez Pajuelo（2013 年 9 月まで）（委員

長）、調査規格化計画チーム長 Erick Caceres Gonzales（2013 年 6 月から）、漏水管理削減チー

ム長 Liliana Gamarra León、一次配水チーム長 Danilo Vergara Serrano、ブレーニャ運転維持管理

チーム長 Polo Agüero Sánchez、メータ検針記録チーム長 David Chong Silva 
活動 1-2「SEDAPAL の現状の無収水削減対策の課題をレビューする」の進展状況：SEDAPAL
本部及び各支局への聴き取り調査やパイロットエリアにおける配水管網の現況調査を行い、

SEDAPAL の配水管理、無収水削減対策活動の現状を把握した。 
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活動 1-3「無収水管理に係る研修をマネジメントチームに対して行う」の進展状況：継続実施

中 
活動 1-4「パイロットプロジェクトの無収水削減対策の費用対便益を分析する」の進展状況：

各パイロットエリア活動完了後に実施する予定である。 
活動 1-5「SEDAPAL 全体での将来における無収水削減の経営への効果を分析する」の進展状

況：全パイロットエリア活動完了後に実施する予定である。 
活動 1-6「1-4、1-5 及び SEDAPAL 企業目標に基づき、各サービスセンターの無収水削減対策

の年次業務実施計画を作成する」の進展状況：全パイロットエリア活動の完了後に実施する

予定である。 
活動 1-7「各サービスセンターの年次業務実施計画を周知するための SEDAPAL 内ワークショ

ップを開催する」の進展状況：全パイロットエリア活動の完了後に実施する予定である。 
成果 2 の達成レベルは適切

か。 
活動 2-1「パイロットプロジェクトにおける無収水削減作業のアクションチームを組織する」

の進展状況：実施済み 
活動 2-2「無収水削減の作業実施に係る研修をアクションチームに対して行う」の進展状況： 
① 水理的分離確認作業の発表会：実施済み。 
② 水量、水圧計測概論、理論研修：ステージ 2 に実施する予定である。 
③ 大口需要者使用水量レベル調査：ステージ 2 に実施する予定である。 
④ メータ先漏水の探知方法 OJT：ステージ 2 に実施する予定である。 
⑤ 給水装置の不備の検証（逆流、クロスコネクション）：ステージ 2 に実施する予定である。 
⑥ 水道メーター（不感と器差）と精度検定実施と研修：ステージ 2 に実施する予定である。 
⑦ 新技術の紹介：ステージ 2 に実施する予定である。 
活動 2-3「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける配水管網台帳と顧客台帳の整備及び

無収水の現状（給水量と請求水量の把握、セクター分断状況、水道メータ設置状況）の分析

に基づいて調査計画を策定する」の進展状況：一度、実施完了。しかし、その後の活動効果

の発現が思わしくないため、再度実施。 
活動 2-4「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける必要なバルブ、超音波流量計設置用

ボックス、水道メータ等の設置及びプロジェクト実施前の無収水率を算定する」の進展状況：

夜間最少流量測定のためのサブセクター化に必要なバルブと流量計測ボックスの設置を行っ

た（2013 年 3 月）。セクターの無収水率の算定は、月々の請求水量と配水量のデータを基に漏

水削減管理チームが行っている。本プロジェクトではそのデータ収集及び計算処理過程を検

証する予定。また、セクターの無収水率のベースラインは途中で水圧を上げたため、未だ算

定できない。 
活動 2-5「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける無収水を特定（漏水探知、不法接続

の発見、メータ関連ロスの検知）し、その結果に基づき、無収水削減作業計画を策定する」
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の進展状況：無収水削減作業計画書を策定中。 
活動 2-6「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおける無収水削減作業を実施する」の進展

状況：進捗状況は以下のとおりである。 
① 漏水探知か所の修理：76 か所 
② 水道メータの不具合に対する処置：水道メータか所の漏水補修：4 か所、未設置個所の水

道メータの設置：32 か所、不具合のある水道メータ検定：98 か所、不良メータの交換：

73 か所、盗水の是正：2 か所 
活動 2-7「パイロットプロジェクトの第 1 エリアにおいてプロジェクト実施後の無収水率を算

定する」の進展状況：2014 年 1 月までに実施する予定である。 
活動 2-8「終了したパイロットプロジェクトにおける無収水削減作業の完了報告書（費用対便

益分析のための基礎資料（対策費用や請求水量の増加を含む））を作成する」の進展状況 
：パイロットプロジェクトの第 1 エリアの報告書作成は 2014 年 3 月までに実施する予定であ

る。 
活動 2-9「パイロットプロジェクトの第 2 及び第 3 エリアにおいて 2-3〜8 の手順を実施する」：

第 2 パイロットエリアのアクションチームは任命され活動開始の準備中である。 
活動 2-10「パイロットプロジェクトの作業計画、途中経過、成果について、SEDAPAL 組織内

に広く周知するための SEDAPAL 内ワークショップを開催する」の進展状況（注記：追加さ

れた活動）：第 1 パイロットエリアでの結果に係るワークショップは 2014 年 3 月までに実施

する予定である。 
活動 2-11「パイロットプロジェクトで実施した対策の結果を踏まえて無収水削減対策実施マ

ニュアルを作成しセミナーを開催する」の進展状況：2015 年 2 月に実施予定である。 
成果 3 の達成レベルは適切

か。 
活動 3-1「給水装置設置（給水管及び水道メータ）に係る民間業者の施工能力を調査・分析す

る」の進展状況：実施済み。 
活動 3-2「SEDAPAL の既存の技術仕様書をレビューする」の進展状況：実施済み。 
活動 3-3「給水装置設置に係る室内研修及び実地研修を実施する」の進展状況：2013 年 9 月

〜2014 年 3 月に実施する予定である。一部教材（日本の給水装置に係る実情の紹介）の準備

は日本人専門家によって行われているが、配管の実技研修を行うための教材は C/P と共に作

成する予定（2013 年 10 月以降）となっている。 
活動 3-4「給水装置設置の工事発注に係る技術仕様書ガイドラインを作成する」の進展状況：

2014 年 3 月〜2014 年 6 月に実施する予定である。 
活動 3-5「ガイドライン普及のための SEDAPAL 内ワークショップを実施する」の進展状況：

2014 年 6 月に実施する予定である。 
成果の達成に十分なインプ 活動は成果の達成に十分だ 成果 2 の活動は、当初予定されていなかった活動によって遅れを伴っている。活動におい
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ットと活動があったか。 ったか。 ては、夜間流量測定により漏水存在量のセクター内分布を明確にするためのサブセクター化

が必要であると判断されたが、サブセクター化のためのチャンバー建設のサイト選定と建設

に時間を要した。具体的には、掘削した際に地中埋設電線が存在していたために、それが障

害となりサイト選定の作業が遅れた。また、電磁流量計を SEDAPAL に供与した後、現地企

業及び SEDAPAL 職員による可搬式流量測定装置の組立作業に時間を要し、流量測定の実施

が遅れた。さらに、不良の疑いのある水道メータの検定と不合格となったメータの交換に時

間がかかった。これらの原因等により、予定のスケジュールに遅れが生じている。 
インプットは成果の達成に

十分だったか。 
日本人専門家の派遣およびペルー側カウンターパートの任命は予定どおり行われている。

供与機材及び活動に必要とする双方の投入についても遅延なく提供されている。 
インプットは適時に実施さ

れたか。 
活動を予定通りに実施する

ためのインプットは質量共

に適切で、かつ適時に実施

されたか。 
プロジェクトのコストパフ

ォーマンスは良いか。 
類似プロジェクトと比較し

て、本プロジェクトの成果

と投入コストは適切である

か。 

関連情報未収集 

類似プロジェクトと比較し

て、本プロジェクト目的の

達成に係り、投入レベルは

適切であるか。 

イ 
ン 
パ 
ク 
ト 

プロジェクト後に上位目標

「SEDAPAL の無収水が減

少する」見込みがあるか。

プロジェクト終了後の効果

や影響はあるか。 
本プロジェクトではカウンターパート意外への技術移転の実績がある。2013 年 1 月に実施

された漏水探知作業のプレゼンテーションには全 35 名のうちカウンターパートでない職員

29 名が参加した。漏水探知機器の機能と探査方法による研修会（2013 年 3 月実施）ではサー

ビスセンターの職員 21 名が参加した。パイロットエリアでの活動による研修会（2013 年 4
月実施）では全 48 名のうち 30 名がカウンターパート以外の参加者であった。 

SEDAPAL は各部署の作業手法、マニュアル、作業要領、その他の活動を基準化する目的で、

ISOSYSTEM による ISO-9001、ISO-14001、及び OHSA-18001 による規格認証を取得している。

特に ISO-9001 との関係では、組織内全ての作業を規格化し運用している。SEDAPAL は

ISOSYSTEM のアプリケーションにおいてすべての活動の標準化を行っている。パイロット活

動で応用性が確立された漏水探知機を用いたセクターの水理的分離確認法を同システムへ登

録する準備を進めている。 
ジェンダー、民族あるいは

社会層における違いを反映

特になし。 
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した好影響もしくは正／負

の影響があるか。 
その他の正／負の影響があ

るか。 
特になし。 

持 
続 
性 

SEDAPAL は上水道整備の

ための、独自の戦略、プロ

グラム、計画を作成してい

るか。 

プロジェクト終了後にも政

策支援が維持されるか。 
MVCS 傘下の国家衛生局が策定した「国家衛生計画 2006-2015」に無収水削減プログラムの

実施を促進すると掲げており、現役局長によると現在策定中の同等 2014-2021 年計画でも全

国の上水道サービス機関を対象とした無収水削減を含むサービスの効率化プログラムの実施

を網羅する方針であるという。同国家計画と整合し、SEDAPAL の 2009 年マスタープランで

は、SUNASS の管理下無収水率の目標値を 2015 年まで設定しており、その後も改善に努める

方針である。 

関連した規則や法体系が作

成されているか。 

プロジェクト後に当該戦略

等を展開されるか。 
SEDAPAL は長期計画「最適マスタープラン」（Plan Maestro Optimizado 2009 : PMO）を作成

し無収水率について 2011 年-34.5%、2012 年-32%、2013 年-30%、2014 年-29.3%、2015 年-28.5%
という数値が設定されている。同長期計画の 2016-2020 年版を策定することとなっており、

無収水の部に関し本プロジェクトの成果を応用した戦略・計画をたてるという。 
SEDAPAL の組織形態及び

資金源は持続可能なもの

か。 

プロジェクト終了後でも効

果を生み出せる活動を実施

するのに十分な組織能力が

あるか。 

2012 年 8 月に SEDAPAL 内部に無収水削減委員会が再活性化され、同委員会には本プロジ

ェクトのマネジメントチームのメンバーも参加しているため、プロジェクトの活動・成果を

普及することが期待されている。 

SEDAPAL におけるプロジ

ェクトのオーナーシップ意

識は十分か。 

既述のとおり、本プロジェクト成果・活動に係り、SEDAPAL 長期計画への内部化、

ISOSYSTEM による技術・手法の規格化、リマ首都圏北部上下水道最適化事業等の関連プロジ

ェクトとの相乗効果、無収水削減対策委員会の再結成を実施するなどオーナーシップを発揮

している要素が確認された。 
予算（運用経費を含む）は

十分に確保されているか。

SEDAPAL は財政的に健全であるため、経営面での持続性に期待できる。 

適用された技術は持続され

うるか。 
プロジェクトで採用された

技術移転の方法が受入られ

たか。 

OJT 手法、本邦研修や室内研修は容易に実施され、ペルー側はそのやり方に対し高評であ

る。 

プロジェクト自体に普及メ

カニズムが含まれている

か。 

PDM/PO が改訂され、成果 2 に関連する評価指標 2-3「パイロットエリア以外の少なくとも

XX 箇所において、無収水削減に係わる調査計画が作成される」の箇所数を具体的に 1 箇所と

定め、関連活動を追加し、普及メカニズムへ貢献するものと考えられる。 
技術は他の地域に普及でき

る性質のものか。 
ペルー地方都市の上下水道サービスは EPS と称する地方自治体が経営する公社が行ってい

る。無収水率は SEDAPAL よりも高い EPS が多いが類似した問題が発生しているため、本プ

ロジェクトで応用される技術普及の可能性は高い。 
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評価

基準
評価設問大項目 評価設問小項目 結果 

社会、文化、環境の面から

プロジェクトの成果は持続

されうるか。 

女性、貧困層あるいは社会

的弱者への考慮の欠落が原

因で、持続的な効果が阻害

される可能性があるか。 

特になし。 

環境配慮の欠落が原因で、

持続的な効果が阻害される

可能性があるか。 

特になし。 

持続性を阻害するその他の要因があるか。 特になし。 

調 
整 
／ 
修 
正 
の 
必 
要 
性 

現在の状況下で、プロジェクトの目標が達成できるか。 パイロットエリアでの活動に遅れが発生し、無収水削減のための活動による費用対効果が

不明の状態が継続している。そのため、現時点ではプロジェクト目標達成の可能性について

推定できない状況である。2014 年 3 月に第 1 パイロットエリアの費用対効果分析が完了する

予定のため、その結果を受けて、有効性を再評価する。 
インプット、活動あるいは成果を調整する必要があるか。 第 1 パイロットエリアで遅れが生じたので、プロジェクトの目標を達成するために、活動

の見直しが必要となる。 
プロジェクトに影響する重要な新たな条件／要因がある

か。 
特になし。 

将来において考察すべき問題点及び課題は何か。 パイロットエリアの活動によって無収水率が削減できない状態が発生した場合、あるいは

その削減率が費用対効果分析より「正」の値を示さない結果となった場合は、プロジェクト

目標の達成を阻む要因となるため、その事態が発生した場合は是正に務める必要がる。 
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